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本書は霧島酒造株式会社が計画した工場等建設事業に伴う

埋蔵文化財発掘調査の記録です。
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例 言

1 中尾下遺跡は宮崎県都城市下川東四丁目に所在する。
2 本書は中尾下遺跡の発掘調査報告書である。
3 発掘調査の目的は開発事業によって影響を受ける埋蔵文化財の記録保存である。
4 開発事業主体は霧島酒造株式会社であり、事業目的は工場等建設である。
5 発掘調査に係る業務は、霧島酒造株式会社と都城市との間で締結された「中尾下遺跡に関する協定」
及び「発掘調査業務委託契約」。「中尾下遺跡発掘調査 (報告書作成)業務委託契約」に基づき、都城

市教育委員会が実施した。

6 発掘調査に係る業務委託期間は平成20年 (2008)5月 14日 ～平成22年 (2010)3月 31日 である。
発掘調査の実施期間は平成20年 6月 4日 ～10月 31日 、整理作業及び報告書作成期間は平成20年 8月

1日 ～平成22年 3月 31日 である。

7 発掘調査面積は1,811ぶである。
8 発掘調査を実施した地番 (調査時)は以下のとおりである。
平成16年 (2004)・ 試掘調査 :都城市下川東四丁目4097-84099-3.4104-24106-1.4106-2.4107-2.4107-34112-3.4116-44117-3

平成18年 (2006)・ 試掘調査 :

者6城市下り‖四T目 4069-1.4074-24078-140804082-14090-14092-14093-14093-24093-34096-4.4097-24096-14100-2

平成20年 (2008)・ 本調査 :都城市下川東四丁目4095-24095-34096-14096-24096-34096-44096-54097-14097-2

平成21年 (2009)・ 試掘調査 :都城市下川東四丁目58815892-45894-15895-159035918-35919-2

9 発掘調査担当者は都城市教育委員会文化財課主査近沢恒典 。同嘱託下田代清海である。調査に伴う
記録類は発掘調査作業員立石カズ子・馬籠恵子 。今村まさ子・下田代 。近沢が作成した。遺物の取上

げ、平面測量には「遺跡調査システムSITE5」 (コ ンピュータシステム株式会社)を使用している。

10 報告書作成担当者は都城市教育委員会文化財課主査近沢1亘典である。遺物実測図の作成は整理作業

員奥登根子 。近沢が行った。製図・編集には「 トレースくんVer2009」 (株式会社CUBIC)、 「Adobe

lllustrator CS3」 (ア ドビシステムズ株式会社)を使用している。

11 発掘調査に係るグリッド設定測量は有限会社日邦測量、空中写真撮影は九州航空株式会社、自然科

学分析は株式会社古環境研究所に委託した。

12 本書に使用したレベルは海抜絶対高であり、基準方位は真北である。
13 本調査及び本書に使用した略号は次のとおりである。また複数面で確認されたSWは語頭に層番号
を付 し弁別した。

NOS=中 尾下遺跡
SB=掘 立柱建物跡 SD=溝 状遺構 SY=竪 穴状遺構 SW=水 田跡 SX=柱 列 P=柱 穴
14 発掘調査及び報告書作製にあたっては、開発事業主体である霧島酒造株式会社を始め、次の諸氏・

諸機関の御指導 。御協力を得た。記して感謝申し上げます (順不同)。

矢部喜多夫氏 武田浩明氏 棄畑光1専氏 山下真一氏 久松亮氏 栗山葉子氏 山下大輔氏
加覧淳一氏 武田信也氏 (以上、都城市教育委員会)米澤英昭氏 (都城市)
永山修一氏 (ラ・サール学園)柴 田博子氏 (宮崎産業経営大学)中 村友昭氏 (鹿児島市教育委員会)
大塚設計事務所 大淀開発株式会社 宮崎県教育委員会
15 記録類や出土遺物は都城市教育委員会において保管している。
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調査経緯 。経過 0組織

1露欝罐縄■■|■|||■|■|■■■|■■||■■■■■|■■|■■|■|■■■|||■■||

平成14年 (2002)、 霧島酒造株式会社 (以下、「霧島酒造」と略記)よ り都城市教育委員会文化財課 (以

下、「市教委」と略記)へ、工場 。本社家屋建設予定地内における「文化財所在の有無の照会」 (平成14

年11月 14日 付け)がなされた。開発予定地は19,564ゴ と大規模であったため、市教委は平成16年 (2004)
3月 22日 ～24日 にかけて試掘調査を実施した。その結果、河川氾濫による堆積が主体となる中で、一部

の地点 (2004-8tr)よ り近世～近代にかけての生産遺跡 (耕作土層)が検出された。だが検出深度と

開発計画の照合からは遺跡への影響は認められなかったため、施工については問題なしとする旨の「回

答」 (平成16年 3月 31日付け 。都教文第 4-13号 )を行った。

続く平成18年 (2006)、 霧島酒造より前回開発予定地の隣接地における研究開発工場 。資材倉庫など

の建設に伴う「文化財所在の有無の照会」 (平成18年 5月 22日 付け)がなされた。これを受けた市教委
は6月 7日 ～ 9日 、12月 13日 ～15日 にかけて試掘調査を実施した。その結果、前回と同様に河川氾濫に

よる堆積が主体となる中で、一部の地点 (2006-7～ 9tr)よ り古代遺物及びその包含層が確認された。

そのため市教委は、当該地における開発には遺跡保存に関する事前協議が必要である旨の「回答」 (平

成18年 6月 16日 付け 。都教文第100号 /平成18年 12月 18日 付け 。都教文第362号)を行った。
その後の協議の結果、平成20年 (2008)4月 30日付けで霧島酒造と都城市との間で埋蔵文化財の取扱
いなどを定めた「中尾下遺跡に関する協定」が締結された。同時に霧島酒造より宮崎県教育委員会 (以

下、県教委と略記)へ文化財保護法第93条第 1項に基づく「埋蔵文化財発掘の届出」 (平成20年 4月 30
日付け)がなされ、県教委より霧島酒造へ「周知の埋蔵文化財包蔵地における土木工事等について」 (平
成20年 5月 9日 付け ,0850-7-13号)にて工事着手前の発掘調査が必要である旨の通知がなされた。
この通知を基に平成20年 5月 14日 付けで霧島酒造と都城市との間に「発掘調査業務委託契約」が締結

され、開発により遺跡に影響が及ぶ範囲における記録保存を目的とした発掘調査の実施が決定された。

発掘調査報告書作成に関しては「中尾下遺跡に関する協定書」に基づき、平成21年 (2009)4月 1日

付けで霧島酒造と都城市との間に「中尾下遺跡発掘調査 (報告書作成)業務委託契約」が締結され、発
掘調査報告書作成の実施が決定された。

また平成21年 (2009)、 霧島酒造より、中尾下遺跡から工場を挟んだ東佃1部分において、工場建設に

伴う「文化財所在の有無の照会」 (平成21年 3月 4日 付け)がなされた。これを受けた市教委は、 4月
21日 ・22日 に試掘調査を実施したが、河川氾濫による堆積が主体であることが確認されたため、遺跡が

存在する可能性は低い旨の「回答」 (平成21年 4月 27日付け 。都教文第69号)を行った。

爾 奪饉運■ |■||||■|■ |■||■■ ■|■|■|■||||||■■ |■■|■|■■|■■ |||

○発掘調査 平成20年 5月 19日 から6月 4日 にかけては委託業務 。物品賃貸借の入札など、調査開始に
あたっての準備作業を実施した。発掘調査は 6月 4日 の重機による掘削より開始し、10月 31日 の機材撤

収をもって終了とした。

調査の方法 当初の調査計画範囲は試掘調査に基づく3,726ぽであったが、これは 3箇所の試掘 トレ
ンチに基づく最大限の予測範囲であつた。そのため調査開始にあたっては、まず多量の遺物が確認され

た2006-7・ 8tr付近に第 1調査区を設定し、それ以外では調査区中央を南北に縦断する中央 トレンチを

含め全面に2× 2mの トレンチを配置し、遺跡の状況を把握した上で、調査区の拡張及び再設定を行う
こととした。その結果、西佃1の第 1調査区と東側の第 2調査区の 2調査区が設定され、最終調査面積は

1,811だ となった。両調査区とも同一のグリッドを使用し、メッシュは公共 SN座標線に一致している。
グリッド単位は10mであり、東西方向を東から1～ 9、 南北方向を北からA～ Hと 呼称した。

調査の方法は表土層から近世耕作土層、桜島文明軽石層 (第 1調査区)、 近世河川氾濫砂層 (第 2調査区)

の上面までを重機で除去した後、入力により掘下げを行い、遺物の取上げ・遺構の記録を実施した。さ
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らに状況に応じて空中写真撮影 。自然科学分析を導入し、遺跡の総合的な把握に努めた。

また表土除去時から大量の湧水が見られ、調査開始後は恒常的に滞水する状況であつた。そのため第

1調査区では最低位である南倶1に貯水枡を設け、エンジンポンプによる常時配水を行うこととなった。

調査の経過 6月 4日 ～ 7月 14日 にかけては第1調査区及び調査予定地全域のトレンチ調査を実施し

た。 7月 15。 16日 には重機による第 1調査区の拡張を行い、 7月 17日 から10月 10日 にかけて第 1調査区

の全面調査を実施した。また 8月 28日 には空中写真撮影、 9月 9日 には 1回 目の自然科学分析試料採取

を行い、調査が終了した第 1調査区西傾1部分を工事施工業者へと引き渡した。この間、 8月 2日 に都城

歴史講座の一環として現地説明会を実施し、約40名の参加を得た。

第 1調査区の調査と並行し2008-7tr～ 2008-16tr～ 2008-13tr/土 層2008-③～2008-15tr～ 2008-

16tr～中央 トレンチにかけて十字に設定したトレンチによる遺構確認を行った後、第 2調査区を設定し、

10月 7日 ～ 9日 に重機による掘削を行った。10月 10日 ～30日 にかけて第 2調査区の調査を実施し10月 30

日に2回 目の自然科学分析試料採取を行った後、調査区を工事施工業者へと引き渡した。10月 30日 ～31

日にかけて機材撤収、廃棄物処理などを行い調査を終了した。

また今回の調査では降雨による水没・冠水も多発し、調査の中断を余儀なくされる事態が頻発した。

主な事夕]と しては6月 20日 ・短期集中豪雨による水没/7月 19日 ・台風による水没/8月 5日 。短期集

中豪雨による冠水/9月 18日 ・台風による水没などがある。

発掘調査に係る諸手続は次のとおりに実施した。調査着手報告 (平成20年 6月 20日付け
。都文第281号。

文化財保護法第99条第 1項)/埋蔵物発見届 (平成20年 11月 5日付け 。都教文第553号・文化財保護法

第108条)/調査終了報告 (平成20年 11月 19日 付け・都教文598号 )
○整理 0報告書作成 整理作業は現場調査と並行し8月 1日 より開始した。平成20年度は遺物の洗浄・

注記 。一覧表作成、遺構実測図。写真の整理を中心に実施した。また平成21年 3月 2日 には柴田博子氏、

3月 27日 には永山修一氏より墨書・刻書土器の鑑定を頂いた。

平成21年 4月 ～平成22年 1月 にかけて遺物実測図作成・精図、遺構製図、遺物写真撮影、本文作成、

編集などを行い、 1月 14日 の印刷製本に係る入札の後、本書干J行をもって金ての業務を終了した。

調奪組織||■|■|■||||■■|■■||||■■■■|

中尾下遺跡発掘調査の調査組織は以下のとおりである。

平成20年度 (調査)
都城市教育委員会

教育長   玉利譲
教育部長  岩崎透
文化財課長 和田芳律
同副課長  常盤公生
同主幹   矢部喜多夫
同副主幹  棄畑光博
同主査   近沢恒典 (調査担当)
同嘱託   下圏代清海 (調査担当)
同嘱託   斉藤麗子 (庶務担当)
調査作業員

猪ケ倉重光 今村まさ子 今村ミツ子
内山次男 奥利治 木村七郎 児玉春男
高橋露子 武石重利 立石カズ子 中須純子
永田義晴 馬籠恵子 森山タツ子 平田美智子
整理作業員 内村ゆかり

平成21年度 (報告書作成)

都城市教育委員会

教育長   玉利譲 (平成22年 2月 まで)
教育長   酒匂醸以(平成22年 2月 から)
教育部長 岩1廠透

文化財課長 坂元昭夫
同副課長  山下進一郎
同主幹   矢部喜多夫
同副主幹 棄畑光博

同主査   近沢恒典 (報告書作成担当)
同嘱託   平川美奈子 (庶務担当)
整理作業員 奥登根子
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亜 遺跡の立地と環境
地理環境 都城盆地は九州南部内陸にあって、霧島火山群の東南の麓、宮崎県南西部から鹿児島県に
かけて広がる。その起源は列島形成時の陥没帯とされる。基盤層は四万十類層群であり、近隣火山群の

強い影響下、シラス台地など火山噴出物起源の地形形成が発達している。周縁には標高400m程度の山

地が連なり、南は大隅半島に向けてわずかに開回する。四方より流入する河川群は、盆地を南北に貫流

する大淀川へと収東された後、北縁山地を抜け宮崎平野へと至る。内部地形は大淀川を境に西のシラス

台地 。東の扇状地に大511さ れ、河川沿いには低地が展開する。都城市は周縁山地を含む盆地の大半を占

め、市街地は盆地底南部の扇状地が中心となる。台地上の畑、河岸段丘上の集落、低地の水田など、旧

来の土地利用が基本的には継続している。

中尾下遺跡は盆地のほぼ中央、西からの横市川、東からの沖水川と大淀川との合流点のやや東に位置

する。盆地底南部に展開する一万城扇状地が沖水川河川敷と接する場所であり、表層地質からは現河床

堆積物地域と把握されている。

文政年 FE5(1804～ 1829)の編纂資料「庄内地理志 巻72 りH東村絵図」(図 2)では中尾下遺跡は「年森門」
付近と考えられる。遺跡推定地北側には、扇状地縁を東西方向に流れ大淀川へと合流する河川がある。

この河川は「都城総絵図」では大く描かれており、本流であった可能性が高い。「庄内地理志」では「一

之瀬川」、「三国名勝図会」では「梶山川」と表記され、現在の「沖水川」と判断される。明治21(1888年 )

第 6師団参謀部作成図 (図 3)では、遺跡推定地付近より流路が変化し、現代流路に近い位置へと移動
する。それ以降 (図 4・ 5)は現代とほぼ同様であり、昭和22年米軍撮影航空写真 (図 5)では明治期
河道と想定される水田区画に現在の川東用排水路が位置している点も確認される。また旧地形図・写真

からは扇状地縁辺に幾つもの開析谷が入り組み、遺跡推定地が南東―北西方向に開回する谷の出口にあ

たる点も認識される。これらの点より中尾下遺跡の立地としては、19世紀初頭から後半にかけて流路が

変化した沖水川の河川7巳濫原と、扇状地縁辺の開析谷との「境界上」と把握される。

歴史環境 中尾下遺跡にて確認された遺構・遺物の年代は古墳時代～近世 (5世紀～18世紀)と 幅広い。
本遺跡の周辺では西の横市川流域、東の郡元地域にてほ場整備事業や区画整理事業に伴い大規模な調査

が実施され資料の集積が進展している。

古墳時代では西へ500m付近にて下川東牧ノ原地下式横穴墓群が形成される。古代都城盆地は 8世紀

代の対隼人政策の最前線から、 9世紀前後以降の律令制浸透をへて、11世紀前半の島津荘成立と拡大ヘ

と至る。遺跡数からは8世紀後半～ 9世紀初頭の出現、 9世紀～10世紀前半にかけての急増、10世紀後

半～11世紀前半の減少が指摘されている。 8世紀後半～ 9世紀初頭では墨書「秦」字が出土した上ノ薗

第 2遺跡や集落遺跡である肱穴遺跡があり、古代の先駆的集落と位置付けられている。 9世紀～10世紀

前半では、在地有力者の居館跡と推定される大島畠田遺跡を始め、「財」字の墨書土器が出土した馬渡

遺跡、中尾山・馬渡遺跡、江内谷遺跡、坂元B遺跡、加治屋 B遺跡、星原遺跡、今房遺跡、平田遺跡な

ど数多く、開発の拡大期と指摘されている。10世紀後半～11世紀前半には坂元B遺跡や円形周溝墓が特

徴的な池ノ友遺跡などが上げられるのみである。中世では12世紀以降より遺跡数の再増が見られ、15世

紀にかけて鶴喰遺跡、今房遺跡、蓑原遺跡、馬渡遺跡、坂元B遺跡、居館跡と推定される加治屋 B遺跡、

松原地区遺跡群、久玉遺跡など、多数の調査がなされている。また桜島文明軽石 (1471)に 覆われた水

田・畠などの生産遺構の出土も特徴的である。近世以降、周辺域では水田 。畠など生産遺構の調査例が

中′亡ヽとなり、集落的様相を示す例としては肱穴遺跡、坂元B遺跡、松原地区遺跡群、久玉遺跡などが上

げられる。

参考文献

南日本出版文化協会1966「三国名勝図会 下巻」
宮崎県農政水産部農業振興課1981

「都城・北諸県地域土地分類基本調査 都城」
者6城市1997「都城市史 通史編 自然 。原始・古代」
都城市2001「者る城市史 資料編 近世 lJ
都城市2003「都城市史 資料編 近世 3」

都城市2005「都城市史 通史編 中世・近世」
都城市2006「都城市史 資料編 考古」
者6城市教育委員会2008「都城の歴史と人物」

乗畑光博2009「 島津荘は無主の荒野に成立したのか」

『南九州文化』109号
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1。中尾下遺跡 2.大島畠田遺跡 3.平田力くれ念仏洞 4.畑田遺跡 5.新宮城跡 6.母智丘谷遺跡 7鶴喰遺跡 8.肱穴遺跡 9.今房遺跡
10.馬渡遺跡 H.蓑原遺跡 12.中尾遺跡 13.中尾山・馬渡遺跡 14.江内谷遺跡 15.坂元 A・ B遺跡 16.加治屋 B遺跡 17.星原遺跡
18田谷・尻枝遺跡 19.平田遺跡 20早馬遺跡 21.正坂原遺跡 22.下川東り 原地下式横穴墓群 23.祝吉遺跡 24松原地区遺跡群
25.久玉遺跡 26.牟田ノ上遺跡 27.7レ 友遺跡 28沖水古墳(2号墳)29.祝吉御所跡

図1 遺跡位置

図5 米軍撮影航空写真(昭和22年 )
図4・ 5は国土地理院発行・所管の地図。写真を使用している。

勉 メ:T

巻72 り‖東村絵図

耐
≒
外
特
Ｈ
綸

図4 1/25000地形図(大正7年 )

図3 第6師団参謀部作成図(明治21年 )
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圃 調査の記録

|■■地形輩躍諄 ‐‐■|||■■■■|■■■■|■■■■■■|||■■|■■|■|■|■|■■■■■■

基本層序 本調査区は扇状地縁辺の開析谷と河川氾濫原との境界に立地している。この立地要件から

複数回にわたる河川氾濫起源の砂・砂利層等が見られ、また旧地形の高低差もあり、地点毎に異なる堆

積状況となっていた。そのため基本的な層序の把握については、通常の堆積層 (I～ XⅢ層)、 河川氾

濫起源の堆積層 (Al～ 4層 )、 河川流路・溝状遺構等 (Bl～ 5層 )に分類した上で、出土遺物によ

る時期判定 。自然科学分析結果も加え、総合的に再構成を行った (図 6)。 V層 は当初河川氾濫堆積層

として記録したが、整理にあたり氾濫A2層 として独立させたため欠番となっている。

通常の堆積層は上位より、 I層 :現代耕作土/Ⅱ層 :現代造成土・耕作土/111層 :近世～近現代造成上・

耕作土/Ⅳ層 :近世造成上・耕作土/Ⅵ層 :近世水田層/Ⅶ層 :中世水田層 ?/Vlll層 :桜島文明軽石/
Ⅸ層 :中世水田・古代遺物包含層/X層 :霧島御池軽石/XI層 :黒色シルト/XⅡ層 :鬼界アカホヤ

火山灰/XⅢ層 :姶良入戸火砕流堆積物に大別される。肉眼で確認できた火山灰は上位より桜島文明軽

石 (桜島起源 。1471年 )、 霧島御池軽石 (霧島火山群御池起源・約4160年前)、 鬼界アカホヤ火山灰 (鬼

界カルデラ起源 。約6500年前)、 姶良入戸火砕流堆積物 (姶良カルデラ起源
。約2.6～ 2.9万年前)の 4種

であった。 (以後、「文明軽石」。「御池軽石」。「アカホヤ」
。「シラス」と略記)。

河川氾濫起源の堆積は、上位よりAl～ A4層 とし、次のように整理した。Al層 :現河川氾濫によ

る堆積で砂・砂利を主体とする。A2層 :Ⅳ層とⅥ層の間層で砂 。砂利を主体とする。A3層 :Ⅸ層と

Ⅸ a層の間層で砂・砂利が混じる黒色土層。A4層 :最下層にて確認される砂利層。

河川流路・溝状遺構などは、上位よりBl～ B5層 とし、次のように整理した。Bl層 :調査区北側

にある東西方向の流路。B2層 :調査区北西部にある東西方向の流路。土層2008-⑥ 。土層2008-③に

て確認される。B3層 :第 2調査区を南北に縦断する流路及び南西部で確認された溝状遺構。後者は土

層2008-⑦・⑫でのみ確認される。B4層 :第 2調査区南西部にある溝状遺構。B5層 :第 1調査区南

恨1と それ以南にある南北方向の河川流路。

現代耕作土層――一■―

現代  ………こ_~~~||~~~三翼
造成土 /耕作土層

  |…
…―~~~司

匝酢

~司

近世～近現代   1  胚コ |||
造成土 /耕作土層  |_三 三h__司

亘聾一|

‖1黒褐色土 (10YR2/3):御 池軽石・文明軽石むく微量

Ⅲa lll層 より御池軽石多量

|:lb黒褐色土 (10YR2/1):御 池軽石微量

‖lc暗褐色土 :しまり強′御池軽石少量

Ⅲd黒褐色シル ト(10YR2/3):御 池軽石 。文明軽石ごく微量 (耕作± 7)
近世

造成土 /水田層

近世水田層

御池軽石

アカホヤ

シラス

2004-8tr。 16層 より薩摩焼 (18c後半)出土

4 xⅢ  I 蟷 Al～ A4:河サ|け巳濫など 薇 Bl～ B5:河川流路・溝状遺構など

図6 土層模式柱状図

‖ ||1層 とシラスの混合

‖aにぶい黄褐色土 :御池軽石 。文明軽石

ごく少量

‖b‖ a層が赤化

‖c褐灰色砂

‖d‖ c層が赤化

Il e黒褐色 (10YR1/5)御池軽石ごく微量

‖f lla層 と同じだが御池軽石が多量

‖g灰褐色土 :御池軽石・文明軽石ごく少量
iV灰黄褐色土 (10YR4/2):御 池軽石 。文明軽石 。小石ごく微量

IVa灰黄褐色シル ト(10YR4/2):御 池軽石 。文明軽石・小石ごく微量

:Vb lV層 ・Ⅵ層 +灰色砂 (災書復旧± 7)

Vi灰褐色土 (10YR4/1):御池軽石・文明軽石ごく微量

Vla黒褐色シル ト(10YR4/1):御 池軽石・文明軽石ごく微量

Ⅵb暗灰色土 :御池軽石少量

VIc VI層 十砂 (耕作土 ⊃

L__:鷲 _■ 1……一_1
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2tr・ 北壁

1灰色砂質シルト/耕作土≒ I
2灰白色～灰色砂質シルト(1層より細かい):酸化鉄の斑紋/耕作土
≒Ⅱ

3灰黄褐色砂 (ラミナ)/洪水堆積≒Al
4灰色砂質シルト:風化礫と自色軽石・砂層プロック・灰白色粘土ブロ
ックを含む,酸化鉄の斑紋/耕作土?≒ ?
5砂礫 :砂岩礫 (1 0cm以内)を含む,部分的にマンガンの付着≒Al
6灰色砂 (ラミガ :粘土・砂・シルトの互層≒Al
7灰褐色砂質シルト:橙色風化礫・御池軽石・炭化物含む,下部に酸
化鉄沈着/耕作土≒Ⅱ

8砂・砂岩礫 (5～ 6cm)を 含む≒Al
9灰黄褐色砂≒Al
10砂礫層 :砂岩礫(20cm以下)を含む≒Al
ll灰色砂 (ラミガ :砂・軽石粒の互層≒Al
12シラス/造成上≒Ⅱ
13オリーブ黒色シルト:白色軽石・黄色軽石・炭化物・風化礫を含む ,
酸化鉄の斑紋≒Ⅲ

14暗オリーブ色シルト:白色軽石・黄色軽石を多く,風化礫を少量含
む,酸化鉄の斑紋≒Ⅲ?

15黒色粘質シルト:黄色軽石を含む,酸化鉄の斑紋≒Ⅲd?
16灰オリーブ色シルト:白色軽石・黄色軽石を含む,酸化鉄の斑紋 ,

龍門寺系薩摩焼(18c後判 を含む≒Ⅳ

17黄色軽石粒・小石 (5nlll以下)。砂/洪水堆積≒A2
18灰黄褐色砂 (ラ ミナ)/洪水堆積≒A2
19灰 白色粘質シルト/洪水堆積≒A2
20灰褐色粘質シルト:黄色軽石を含む,酸化鉄の斑紋≒Ⅵ
21暗灰褐色粘質シルト:黄色軽石を含む,酸化鉄の斑紋≒Ⅵ
22アカホヤ・御池軽石・黒色粘質土を主体とする盛土≒B5
23御池軽石を主体とする盛土≒B5
24黒色粘質シルト:植物破片を含む≒B5
25灰黄色砂 :黄色軽石を含む≒B5
26御池軽石 (ラ ミナ)≒ B5
27灰褐色砂質土≒Al
28黒褐色砂質シルト:礫をわずかに含む/造成土≒Al
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1-1 ltr
l表土≒ I
2暗褐色土 :黄色軽石混≒Ⅱ
3暗褐色土 :砂・灰自色土ブロック・小軽石混≒
Ill?

4暗褐色粘質シルト:小軽石をわずかに含む≒
1/?

5青灰色粘質シルト:砂混≒A2?
6砂≒lt=A2?/2tr?/3-6tiA1/8trA4
7暗褐色土 :砂/11多量≒Al
8暗褐色砂質土・砂の互層≒Al
9灰褐色土 :白色軽石・黄色軽石・黒色土ブロック
混≒Ⅱ

10暗褐色粘質土 :砂混≒2trⅨ /3trAl?/7trlllI
ll黄色軽石・黒色土プロック・暗褐色土 (小軽石
混)の混層/撹乱≒2 7trB5/8tr Ⅱ

12暗褐色砂≒Al
13砂禾U≒ Al
14黒色粘質土≒Al
15砂 :大粒石混≒Al
16暗褐色砂質土 :黄色軽石混≒Ⅱ
17灰褐色砂≒Al
18玉砂利≒Al
19灰褐色砂質シルト≒7.9trⅥ/1 0tiAl
20灰褐色砂質シルト・砂の互層≒Al
21白色軽石■Ⅷ
22黒色粘質土 :4ヽ軽石混/遺物包含層≒Ⅸ
23明橙色砂質土/アカホヤ≒XⅡ
24黒褐色土 :明橙色砂質土混≒Ⅸ
25橙色土ブロック・砂・褐色土 (白色軽石混)の混
層≒Ⅸ?

26灰色砂≒A2

12-1 7tr
l灰褐色粘質シルト/表土■ I
2明黄褐色火山灰・灰白色砂の混層≒Ⅱ
3明黄褐色火山灰・灰白色砂質土の混層≒Ⅱ
4黄褐色軽石/御池軽石の2次堆積≒Ⅱ
5黒色粘質シルト・御池軽石ブロックの混層≒Ⅱ
6黄褐色軽石・砂の混層≒Ⅱ
7黒色粘質シルト・黄褐色1軽石・砂の混層≒B5?
8黒色粘質シルト:黄褐色軽石を含む≒Ⅲ
9灰白色軽石。黄褐色1軽石・砂の混層≒A2
10灰褐色粘質シルト:粘性強,黄褐色・灰自色軽
石を含む≒Ⅵ

ll灰白色軽石・砂の混層≒Ⅷ?
12灰 白色軽石/文明軽石≒Ⅷ
13黒色粘質シルト:黄褐色軽石を含む≒Ⅸ
14灰オリーブ色砂≒XⅢ ?
15灰白色シルト(シラス)。黄褐色火山灰の混層
≒XⅢ
16灰白色微粘質シルト/シラス≒XⅢ
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7tr

ア1灰褐色土 :御池軽石。文明軽石微量=A2

ニ     ソ

¨

機≧汁■6tre南壁

1 ltrO北壁

0                 2m

1/80

イ1暗褐色土・御池軽石・アカホヤ・黒色土ブロック 造成上=  ア2黒色土 :御池軽石少量=A2

l tr

ア1黄褐色砂+砂利=Al
イ2御池軽石・黒色土:ラミナ=B5
1 2tr

ア1暗褐色土=A2
ア2砂=A2
ア3御池軽石・砂=A2
ア4灰色砂=A2
1 3tr

ア13層 +御池軽石少量=A2
ア2暗褐色砂 :御池ll.X石少量,下部赤化=A2
ア3灰色細砂=A2
1 4tr

ア1白砂=A2
ア2黄褐色砂=A2
ア3111層 ■御池軽石少量=A2
ア4黄褐灰色砂・御池軽石の互層=A2
ア5灰色砂=A2
ア6暗灰シノ外 筆A2
1 5tr

ア1灰黄色砂+Ⅲ層=A2
ア2灰黄色砂・御池軽石・黒色土:ラミナ筆A2
ア3灰黄褐色細砂=A2
イ1灰黄褐色細砂+Ⅵ層=A2
1 6tr

ア1灰黄褐色砂 :ラミナ=A2
ア2御池軽石:ラミナ=A2
ア3褐灰色砂・灰黄褐色シノ外 :ラミナ=A2

① オ1=B5
イ2御池軽石・黒色土:ラミナ=①オ2=B5
イ3黒色シノ外・砂=①オ3=B5
2tr

ア1灰褐色細砂=①■3=A2
ア2砂+砂利=A2
3tr

ア1御池軽石・黒色上の互層=Bl
a黒色土+アカホヤプロック少量三ピット
b黒色土+アカホヤブロック微量北ルト
c黒色土+アカホヤ少量ど ット
4tr

ア1暗褐色土:しまり強,御池軽石多量=Bl
ア2黒色シノい :御池軽石微量=Bl
ア3黒色シノ外 :御池軽石多量=Bl
,4黄褐色砂=Bl
ア5褐灰色シノ外 =Bl
ア6褐灰色砂=Bl

'7砂
・砂利=Bl

5tr

アlb砂・砂利=Bl
ア2c砂・御池軽石:ラミナ=Bl
ア3d褐灰色シノ外 砂+砂利=Bl
ア4f砂・砂利 :ア2層より粒が小さい=Bl
6tr

ア1灰黄褐色砂=A2
ア2御池軽石・砂 :ラミナ=A2
ア3暗褐色シノ外・黄褐色砂・黒色土:ラミナ,し まり強=A2

ア3灰褐色細1沙=A2
ア4暗褐色土 :御池1囁石ごく少量,下部に砂レミナ)=A2
ア5暗褐色土 :御池軽石少量=A2
ア6暗褐色細砂・黒色土プロック奮A2
ア7灰色砂=A2
ア8灰色砂=A2
ア9灰色砂・暗褐色土:ラミナ=A2
ア10暗灰色砂=A2
ア11灰色細砂=A2
8tr

ア1砂・砂利=Bl
ア2黒色土 :御池軽石少量=Bl
ア3砂利。御池軽石=Bl
ア4灰色砂。砂利=Bl
ア5暗灰色砂・砂利=Bl
9 1ltr

ア1砂・砂利=A2
イ1アカホヤ・黒色土ブロック・御池軽石 :造成土=B5
イ2黒色土・御池1軽石=B5
イ3御池軽石・黒色土:ラミナ=B5
イ4 Ⅸa層・砂=B5?
イ5灰色細砂筆B5?
イ6砂利・砂=B5?
イ7褐灰色砂筆B5?
イ8灰色砂=B5?
1 0tr

ア1砂・砂利=A2
イ1アカホヤ・黒色土ブロック・御池軽石 :造成土=B5

図10 2008-1～ 16tr血 層
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2008-2tr

ア1砂十小石=Al
イ1御池軽石■黒色土:ラミナ=◎ア1=31
ウ1灰色砂+黄色砂十御池軽石+褐色土:
工lⅥ層+砂=A2
12砂■御池軽石+黒色土プロック=2008 1trイ 2=A2
13灰 色砂42
工4明黄色砂=A2

ウ6にぶい黄褐色砂・御池軽石:互層=A2
ウ7褐灰色細砂=A2
ウ8Ⅵ層十御池軽石少量執2
ウ9砂42
ウ10砂十砂利=A2
ウ11褐灰色細砂+砂 +黒褐色土■御池軽石■砂利:一部ラミナ=A2

X+砂

オ1暗褐色土+御l池軽石+アカホヤ+黒色土プロック:造成上=① イl=2008 1trイ 1=B5

オ2御池軽石ラミナ=① イ2層 =2008 1trイ 2‐B5
オ3黒色シルト=①イ3=2008 1trイ 3=B5
カ1黒色土・御池軽石・小石少量:ラミナ=A3
キ1黒色土:しまりやや強,御池軽石・アカホヤプロックごく少量=Pl
キ2キ 1層と同じだがアカホヤプロック多量=PI

２
‐

´

ノ
キ

一

、

一

測+砂

2008-②

2008-③

ウ1砂=A2
ウ2黒褐色土■御池軽石+砂 :互層=A2
ウ3にぶい黄褐色砂+御池軽石+黒褐色土:互層=A2
ウ4御池軽石+砂 :ラミナ=A2
ウ5褐灰色細砂・にぶい黄褐色砂。明黄褐色細砂:互層=A2

2008⑤ -3

南
一

ア1御池軽石十黒褐色土 :ラ ミナ=Bl
イl Ⅲb層 +灰色砂+御池軽石■砂利=A2
ウ1黒色土 :御池軽石少量,ア カホヤプロック微量=P■
ウ2ウ 1層より明るい,アカホヤプロック多量=P■

ア1褐灰色砂質土:御池軽石・小石・文明軽石少量,ラミナ状の砂=SD01
72灰黄褐色砂質土:御池軽石・小石・文明軽石少量,ラミナ状の砂=SD01
73暗褐色砂質土:御池軽石・文明軽石ごく少量,下部に砂=SD01
ア4御池軽石十黒色土■アカホヤプロック+砂 :ラミナ=SD02
イ1御池軽石+砂 :ラミナ=SD03

o                           5m
|2008-()

1ヒ

ウ1灰色シルト+暗灰色シルト+砂=A2
ウ2砂=A2
ウ3文明軽石十黒色シルト=A2

」
;:晨言彰彬:1啓祀皇石=A2
ウ6黒灰色Sへ2
ウ7砂+御池軽石■黒色土プロック :ラ ミナ=A2
ウ8黒灰色シルト=A2
ウ9御池軽石 :ラ ミナ=A2
ウ10黒灰色シルト■ 2

1366m

ア4

2008-⑤-1

71暗灰色シルトJЭア2=Bl
72供 ()73=Bl
ア3灰色粘質シルト=⑨ア4‐Bl
74御池軽石+黒色土ブック :造成土=◎ 75=Bl
ア5暗灰色シルト=Bl
76灰色シルト+砂=Bl

イ1褐色土+暗灰色シルト=Al?
イ2黒色土十灰色シルト:御池軽石少量=Al?
イ3暗灰色シルト+砂+小石=Al?
イ4灰色シルト=Al?
イ5灰色シルト+砂=Al?
イ6砂41?

2008-ltr

2008-①

2008-⑤ -2

2008-⑥

ア1褐色土 :しまり強,御池軽石ごく少量=32
ア2暗褐色土=32
ア3黒褐色土十御池軽石十小石=B2
ア4にぶい黄褐色土 :し まり強,御池軽石ごく少量=B2
ア5黄褐色砂質土 :し まり強,御池軽石・文明軽石ごく少量=32
76暗褐色土 :御池軽石・文明軽石少量=32
ア7暗褐色土 :御池軽石多量=B2
ア8灰褐色土 :しまり強,御池軽石ごく微量=B2
ア9灰褐色土 :しまり強,文明軽石ごく微量=B2
ア1077層 よりやや暗い=B2
ア1176層 +砂=B2
ア12砂十砂利=32

,2 ゥ3 '4

イ1灰色細砂=A2
イ2砂=A2
イ3御池軽石42
イ4黄灰色細砂十砂 :互層=A2
イ5黄褐色砂=A2
イ7暗灰色砂十砂 :互層=A2
イ8黒褐色土■砂+御池軽石=A2
イ9御池軽石+黄褐色細砂=A2
イ10灰色細砂=A2
イ11灰色シルト=A2
イ12灰色砂=A2
イ13灰黄褐色砂=A2
イ14褐色土=A2
イ15灰褐色土=A2

イ16砂=A2
イ17砂多量+御池軽石十黒色土 :ラ ミナ=B4
イ18御池軽石+砂+黒色土 :ラ ミナ=B4
イ19黄褐色砂十灰色砂+黒色砂 :互層=A2
イ20灰色細砂+御池軽石 :互層=B4
イ21Ⅵ層+砂 :互層=B4
イ22灰褐色シルト十砂 :互層=A2
イ23灰色シルト+黒褐色土 :ラ ミナ=A2
イ24灰色細砂 :ラ ミナ=A2
イ25灰色シルト=A2
イ26砂 +砂利=A2

ウ1暗灰色シルト+砂 :ラ ミナ=中近世水田畦畔
ウ2暗灰色シルト+砂 :ラ ミナ=中近世水田畦畔
ウ3暗灰色シルト■下部に御池軽石 :ラ ミナ=中近世水田畦畔
ウ4暗灰色シルト+上部に御池軽石 :ラ ミナ=中近世水田畦畔
ウ5ウ 1層より砂多量=中近世水田畦畔
ウ6御池軽石=中近世水田畦畔
ウ7灰色砂=中近世水田畦畔

工1青色砂利=A4

図11 土層2008-①～⑥

-9～ 10-



71ア カホヤ十砂+御池軽石+黒色土 :ラ ミナ=B2
ア2砂・黒色シルト:互層=B3
イ1灰色砂=A2
イ2砂+黒褐色土 :ラ ミナ=A2
イ3灰色シルト=A2
イ4暗灰褐色土 :文明軽石ごく微量=A2
イ5砂十灰褐色土=A2
ウ1黒色シルト=B4
ウ2黒色土・砂 :互層=B4
■1砂+灰褐色土=近世水田畦畔
工2Ⅵ層+砂=近世水田畦畔
オ1黒色シルト

2008‐()

2008-③

2008-⑩

:贄
71黒色土+御池軽石少量=① イ1=Bl

72暗灰色シルト=⑤ ア1=Bl

73砂=⑤ ア2=Bl
ア4灰色粘質シルト=③ ア3=Bl
ア4御池軽石+黒色土プロック :造成上=⑤ ア4=Bl

ア5

東

アlア 2層 と同じだが御池軽石プロックが大きい=Bl
ア2黒色土十アカホヤ十黒色シルトプロック+御池軽石=Bl
73黒色土・御池軽石・灰褐色シルト:ラ ミナ=Bl
ア4ア 3層 と比べ御池軽石多量=Bl
75灰褐色シルト:砂がラミナ状に混じる=Bl

ア1砂利■砂執 2
イ1暗褐色土・御池軽石・アカホヤ・黒色土プロック :造成土ヨЭオ1=B5

イ2御池軽石 :ラ ミナ=①オ2=B5
イ3黒色シルト=①オ3=B5
イ4砂=B5
イ5砂・御池軽石・灰色シルト:互層=B5
イ6灰色シルト:砂ごく少量=B5
ウ1黒色土 :砂・砂利少量=A4

0                           5m

1/80r4

東
1366m

⑫

『
　
２００８． イ1御池軽石・黒灰色シルト・砂 :互層=B3

ウ1砂・御池軽石・黒色土 :互層=B3
ウ2黒色土主体・砂・御池軽石 :互層=B3
11灰色砂=⑦③イ1層卦 2
オl御池軽石・黒色土・砂 :互層=B4
オ21沙=A2
オ3黒色土・砂 :互層=B4 図12 土層2008-⑦～⑫

-11-12-
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1-3tr

l表土・造成土
2暗灰色シルト=Al
3灰色シルト 砂少量,青色砂利微
量=Al
42層+玉砂利 (3～ 5cm)=Al
5砂+青 色砂利=Al
6灰色シルト:2層よりやや暗い,橙色
粒(lcm程度)ごく微量=Al
7青色砂=Al
4-8tr

l表土
2褐色砂質シルト=Al
3砂礫=Al
4礫を含む2層 =Al
5灰色砂=Al
6粘土層を挟む3層図 13  2009-1-8tr士 :層

調査区及び周辺の地形 2004年～2009年にかけての一連の調査において48本の トレンチと11箇所の土

層観察地点にて土層の記録を行った。

調査区を中心に東～北～西 (2009-1～ 8tr・ 2004-1～ 7tr。 2006-3～ 6.10.1ltr)にかけては、 I層下

の多くがAl相当層と捉えられ、河川氾濫原を造成し農地として利用している状況がうかがえる。調査

区から南にかけては、氾濫A2層 を挟み各時期の耕作土層 (Ⅳ oⅥ ・Ⅸ層など)が発達し、流路Bl・

5層 などが確認される。調査区内部では、全体的に東→西、南→北へと緩やかに傾斜しているが、いく

つかの部分に高低差が観察され、その差に対応し土層の堆積状況が異なっている。高い部分としては西

側 2'3-B～ Dグ リッド付近があり、周囲に対し微高地を形成している。この微高地はシラス以降の

火山灰を含む台地上的な堆積であり、自然堤防とは捉え難い (以後、「西部微高地」と略記)。 低い部分

は4-C～ Eグリッド付近、土層2008-⑥にてA2層が深く入る部分が確認される (以後、「中央低地」
と略記)。 また西部微高地以外の場所では現代でも湧水が見られ、土層2008-③・2008-⑪にて実施し

た植物珪酸体分析や珪藻分析では、下位層を中心に湿地的な環境が復元されているため、調査区の大部

分は低湿地帯であったと把握される。調査区の地形形成に大きな影響を与える旧河川流路としては、B

l層・B5層 と分類した河川流路跡が上げられる。Bl層 は2008-3～ 5・ 8tr。 土層2008-①・⑤・⑨・

⑩にて観察され、調査区北傾Jを東西に横断している。層位はI層 もしくはⅡ層直下にあり、それ以下の

層を明瞭に削る。これらの位置関係よりBl層 は19世紀代までの沖水川、もしくはそれ以降の現川東用

排水路の1日河道と考えられる。また19世紀前半段階 (図 2)では流路の北佃1は川原と表記され、1888年

段階 (図 3)は西佃Jが水田、北側が川原、1918年段階 (図 4)では北・東側も水田となっている。その

ため調査区周辺水田域については、河川の変化・改修に伴う順次拡大が想定された。B5層 は調査区の

南1～3-D～ Gグ リッド、2006-7tr・ 2008-1.9.1ltr・土層2008-① o⑪及び調査区外2004-8tr・ 2006

-2trに て観察され、調査区南西端を南北に縦断している。またその最上位に2004-8tr:22層
。2008-

ltr:イ 1層 。2008-9～ 1ltr:イ 1層 。2008-10tr:イ 1層 。2008-① :オ 1層 ・2008-⑪ :イ 1層にて

造成上が確認される。層位は2004-8tr。 2008-1.9～ 11.10trに てⅥ層の下にて観察されるため、近世以

前の埋没・造成と考えられる。

これらの土層堆積状況と図2～ 5の 1日地形が判別できる資料を参考に地形分類を行ったものが図14・

15である。調査区周辺の地形としては、上位の開析扇状地面と下位の沖水川氾濫原の沖積低地に大別さ

れ、調査区付近では沖積低地へ接続する開析谷と、その縁辺における低位の段丘面が形成される。そし

て調査区内部では西部微高地を特色として、その周囲は湿地的な環境となり、中央部 4・ 5-C～ E区

にかけて中央低地の形成が考えられた。この湿地的な環境は、開析谷の出口にあたると共に、西部微高

地及び開析谷東傾1の扇状地縁部の河川に対する堤防的な役害jを要因とする、後背湿地的な形成過程も考

えられた。

-13-
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1.奮 lle時代の遺物 (図 16017)
調査区北佃1を 中心に数点が確認された。画部微高地を取り巻く低湿地帯にあたり、出土層はⅨ層であ

る。古代遺物群の中に混在する状態で出土した。

1～ 3は甕である。 1は 目縁部で亥J目 突帯を施す。 2・ 3は底部であり調整は内外面ともにナデであ

る。 4は高不脚部である。上下を欠損しており状態が判然とはしないが、月去「部と体部との接合位置から

やや開きながら下 り、一旦屈曲し大きく開く器形と捉えられる。外面調整にはミガキを施す。古代の可

能1生 もある。

な.書代の遺構 と遺物
掘立柱建物跡 (図電9)

2・ 3-BoCグ リッド、西部微高地を中心に2棟が確認された。遺構検出面は西部微高地の傾斜 (北
→南)に沿って、北よりX層、XI層、XⅡ 層と順次下位層へと移行する。また検出面直上のⅨ層は古
代遺物包含層であるため、基本的には旧表土面での検出と捉えられる。この点からは建物建設時の造成

も考えられる。

SB01 西部微高地上にて確認された。建物の長軸は東―面、桁行 3間、梁間 2間、北側に庇をもつ。
柱穴の掘方は円形～楕円形、P52・ 58では底面中央に2段 目の掘 り込み、P46・ 54・ 57・
59では一部にテラス状の平坦面が形成される。埋土は黒色土を主体とする。柱痕の観察はP48の み
である。P54よ り石、P46よ り土師器小片が出土している。

イ51

D

＼ノ

1/4

図17 古墳時代遺物

-4

10cm

0              10m

1/300

図16 古墳時代遺物出土状況
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14杭A群 Ｄヽ
1353m

● A―バ
イl Ⅲb層十灰色砂+御池軽石+砂利熟 2

ウ1黒色土 :御池軽石少量,アカホヤプロック微量=Pit
ウ2ウ 1層より明るい,アカホヤプロック多量=PI

● C―C'
ア1砂利+砂=A2
イ1暗褐色土 。御池軽石・アカホヤ・黒色土プロック :造成
イ2御池軽石 :ラ ミナ=① .オ2=B5
イ3黒色シルト=①.オ3=B5
イ4砂=B5
イ5砂・御池軽石・灰色シルト:互層=B5
イ6灰色シルト:砂ごく少量=B5
ウ1黒色土 :砂・砂利少量―A4

● B―B'
イ1御池軽石十黒色土:ラミナ=Bl
■4明黄色bへ2
キ1黒色土:しまりやや強,御池軽石。アカホヤプロックごく少量
_Pit

キ2キ 1層と同じだがアカホヤプロック多量=Pit

Ⅸ層 中世水田店 代遺物包含層

IXa.b層 古代遺物包含層

Ⅸc層 腐植土層

X層 御池軽石

刈層 黒色シルト

Xla層 アカホヤ漸移層

X‖ 層 アカホヤ

XⅢ 層 シラス

Bl 河川流路・近代埋没7

B5 河川流路。中近世埋没?

A2 河り|ド巳濫堆積。中近世

吹
小
防
　
い
Ａ‐、
一
′Ｄ

ｒ
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図18 古代遺構配置
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1/80

S301

1黒色土 :御池軽石・アカホヤ火山灰ブロックごく少量
2黒色土 :しまりやや強,御池軽石・アカホヤブロックごく少量,1層 よりやや少
3灰褐色土 :しまり弱,御池軽石・アカホヤごく少量
4黒色土 :2層 と同じだが御池軽石・アカホヤブロックがやや多い
5黒色土 :しまり弱,御池軽石・アカホヤブロックごく微量
6黒色土 :2層 と同じだがアカホヤブロック多量
7黒色土 :6層 よリアカホヤプロックが多い

マ 櫓60m ・
・
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0         1m
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SX01

Q8“Pa L∞』
7

A

A
135.6m

A′

A
135.8m

:■

A■

3■

A灰褐色砂質土
B灰褐色砂質土
:御池軽石多量
C砂利

1黒褐色シルト
2黒色土 :しまり弱

135.8m

P61 068
1黒灰褐色砂質土

P62063

卜
・∈ミ

Q・

寸

P66

1362m

1363m
1黒色土
2焼灰

卜・⑤
②。
1

1358m

1黒色シルト

1黒色土 :アカホヤブロックやや多
2黒色土 :アカホヤブロック少量
3黒色土 :アカホヤブロック少量 1

XⅢ層プロックやや多

P391黒色シルト:Ⅸ層より暗い P64069

優∃20  SX01 P39.61～ 64.66.68.69E灰堆積

SB02 西部微高地から低湿地域にかけて確認された。画部微高地上では柱穴、低湿地域では柱穴・

柱根により構成される。調査時はP45と柱根H間の石を礎石と捉え、 2間 ×2間の建物跡としていた
が、整理作業時の再検討の結果、P24・ 柱根 Fを加えて再構成した。長軸東一西、桁行 3間、梁間 2
間の建物跡である。柱穴の掘方は円形～楕円形で、埋土は灰褐色土 (3層 )と 黒色土 (7層 )と に大別

される。その位置関係より、黒色土層が柱痕もしくは柱除去後の堆積層と把握される。 P24・ 45か
らは楕円形の石がほぼ直立した状態で出上した。P24で は石の下に掘り込みが継続しており、柱除去
後の設置と捉えられる。P24の石材は砂岩、P45の 石材は軽石と考えられる。柱根の遺存状況は不
良で、柱根 F・ Hでは接地面が僅かに残るのみである。柱根 Eは接地面が平坦に加工され、長軸方向に

は複数面を平坦に加工していた痕跡が残 り、整形材と判断される。放射性炭素年代測定結果は暦年代A
D670～ 780年 (95.4%確率)である。

柱穴列 。柱穴 0柱根 (図,0021)
2～ 4-B・ Dグ リッド、西部微高地を中心に68基の柱穴が検出された。低湿地域では柱穴と共に柱

根が確認される例が多い。

SX01 2・ 3-Cグ リッドの西部微高地上、SB01・ 02の中間にて確認された。 P22・ 33
～35が直線的に並ぶが、建物跡の構成はならない。長軸は東―西、SB01・ 02と 同方向だが、若
干北に振れる。柱穴の掘方はほぼ円形であり、SB01・ 02と 比較しやや径が大きい。そのためSB
01・ 02と の間に時期差も考えられる。P22・ 34・ 35にて須恵器小片 。P34よ り土師器 (172)
。P35よ り上師器小片が出土している。
P39・ 61～ 64066・ 68・ 69 柱根が残存していた柱穴である。P39は 西部微高地上、

灰堆積

0              1m

1/40
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0                           20cm

1/5

図21 柱根

他は低湿地域にて検出された。P39で は2本の柱根が検出された。柱根は柱穴長軸に沿って直列し、
土層堆積の観察からは面→東の設置と考えられた。その径は10cmに満たず、杭の可能性もある。

P61～ 64・ 66・ 68・ 69は灰褐色砂質土層 (図 20・ A層 )にて検出された。同層はⅨ層下に
あたり、それ以前の河川氾濫 (A4層 )と把握される。いずれも2基の柱穴が隣接した状態で検出され

た。P69以 外はほぼ直立し、設置されたままの
'大

態と捉えられる。 P61・ 68では 6・ 8が出土し
た。 6は クスノキ科である。接地面は平坦で加工痕が僅かに観察される。 8は クリである。接地面は相

対する2面を加工し、尖らせる。明瞭な刃先痕が残る。P62か らは7が出土した。樹種はクリで、接
地面は相対する2面を加工し、緩い角度で尖らせる。刃先痕から上→下基調の加工と判断されるが、一

部に横方向の加工も観察される。 P64・ 66出上の柱根は状態が悪く、図化はならなかった。P69
からは5が出土した。上部はやや変形し、表面には薄い樹皮が残る。 6に様相が近似するためクスノキ

科と考えられた。接地面は平坦で、刃先痕がわずかに観察される。

参考文献 宮原真-1988「石斧・鉄斧のどちらで加工したか―弥生時代の木製品に残る加工痕について一」『弥生文化の研究』10 雄山閣

杭列 。その他の遺構 (図 18・ 盆0。 22)

杭D~lj 2・ 3-DoE、 4-C・ Dグ リッドの低湿地域、IX層 中にて検出された。前者では29本の杭
が確認され、配列復元には至らなかったが、北西一南東のA群 とその他とに大別された。A群の方向軸

は隣接する流路B5と 同位であり、護岸的な機能も考えられる。4-CoDグ リッドでは10本の杭が確
認された。詳細な配列は不明だが、大枠は北西一南東方向と提えられる。これは流路Blの方向とほ

l'r, lll

||||

y,Z
〃

踵

λ
呻
Ｉ

一
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ぼ共通し、A群同様の護岸的な機能も考えられた。 9～ 16は 2・ 3-DoEグ リッドにて出土した丸
太材を使用した杭である。直径からは4 cm弱 (9。 10)、 6 cm弱 (15。 16)、 7 cm程度 (11～ 14)に分けられ

る。末端部削り痕は樹種によるものか、明瞭なもの (9～ 14)と 不明瞭なもの (15。 16)と がある。前者の

削り痕範囲は1/2～3/4で、全周する例は無い。加工面は材を半裁する大きな1面と左右の小さな2面とに

大別される13を含め、すべて複数面で構成される。いずれも刃先痕が残り、14では刃こぼれ痕も観察される。

樹種はモチノキ属 (A・ 9。 10)、 コナラ属クヌギ科 (B。 11・ 12)、 イヌガヤ (15・ 16)と考えられる (注 1)。

灰堆積 4-Cグ リッド、Ⅸ層中にて検出された。長軸50cm、 短軸40cm、 厚さ15cm、 不整形の灰の堆
積である。

(注 1)A・ B。 16は自然科学分析結果による。9・ 10・ 11・ 12・ 15は 目視観察による。

議土遺物 (図23～ 3倉 )

西部微高地上と周辺の低湿地域にて約5000点の遺物が出上した。出土層位はⅨ層である。平面的には

ほぼ全域に散開するが、 2・ 3-Eグ リッドの低湿地域にて著しい集中も観察された。出土レベルは地
形の傾斜・Ⅸ層の厚さに整合し、西部微高地から低湿地域へと順次下降する。低湿地域では最大70cm程

度の高低差が見られる。

須恵器 約250点が出上した。色調には灰色系・灰白色系 。褐色系があり、焼成が弱く土師器的な様
相の例も見られる。

17～31は蓋である。つまみがあるものが多く、日縁部のかえりは不明確で断面三角形状の短い屈曲と

なる。日径には14cm弱 (17～ 19・ 23～ 26)、 1lcm程度 (21。 27)の 2種が多い。器形にはやや器高が高く体

部に若千の丸みを帯びるもの (17～ 23)、 器高が低く全体的に平坦なもの (24～ 27)、 平坦な天頂部と口縁

部とのFE5に段差があるもの (28・ 29)、 日縁部のかえりが無く直線的に端へと至るもの (30)がある。内面

調整は一部にナデが見られ、天頂部平坦面の夕ヽ縁に沿う多角形状のナデ→中心部へのナデ (28・ 29)も あ

る。19・ 21・ 22・ 24・ 28・ 29は内面に研磨痕があり転用硯と考えられる。32～43は杯である。日径は10～ 13

cm弱 と幅広い。器形には底径と口径の差が小さく体部の開きが狭いもの (32～ 34)、 底径と口径との差が大

きく体部が大きく開くもの (38)、 体部の開きが僅かでコップ状のもの (39)、 体部下端が大きく開くもの (40

～42)な どが考えられる。44～ 53は高台付椀である。日径は15cm超 (44)、 10～12cm程度 (45～ 48)。 器形

は底径と口径の差が小さく体部の開きが狭いもの (44～ 47)、 底径と口径の差が大きく体部が大きく開くも

の (48)と があり、前者には体部が直線的 (44・ 45)、 体部が丸みを帯び口縁部が僅かに外反 (46・ 47)す

るものがある。高台は低い四角形・台形断面が多数 (44～52)だが、高く外反する形状 (53)も ある。52

は内面に研磨痕があり転用硯と考えられる。54～59は皿である。底径には10cm以上 (54～ 56)、 8 cm(57)

がある。60は器種不明の底部である。コップ状の杯底部に近いが重量感がある。

61は鉢である。肩部～底部にかけ、タト面には回転ヘラケズリ、内面にはナデを行う。62は甕口縁部と

考えられ、外面に櫛描波状文が見られる。63～ 68は甕である。底部外面の整形・調整にはナデ (63)、

格子ロタタキ (64)、 同心円タタキ (65)がある。胴部内外面の整形 。調整には格子ロタタキ 。同心円

当具 (66)、 平行タタキ 。格子目当具 (67)、 平行タタキ・平行当具 (68)な どがある。

土師器 約3000点が出土した。色調は灰白色系と橙色系に大別され、灰白色系がわずかに多い。
69～ 191は杯である。底部切離しは回転ヘラ切離 しと考えられる。多量のススが付着する例 (75。

82・ 84・ 91。 135'142・ 149・ 151・ 154。 167・ 170～ 178・ 183)がある。体部下端には「ヘラケズリ状

の調整痕」が残る例が多い。観察表では「調整痕」と記載した。その順にはA:「調整痕」→「回転ナデ」、

B:「回転ナデ」→「調整痕」があるが、不明瞭なものも多い。器形より6種に分類した。

不 1類 (69～ 90):底径と口径との差が小さく体部の開きが狭い箱形、日径12～14弱 cm、 器高 4 cm台

である。体部は心もち丸みを帯びる (73～ 77)が、直線的な形状 (78)も ある。体部下端の調整にはA
(83・ 85な ど)がやや多く、須恵器的な回転ヘラケズリ (86)も ある。

杯 2類 (91～ 138):底径と口径との差が大きく体部が大きく開く器形で、回径13cm前後、器高 5 cm前

後が主となる。体部は直線的に開く。体部下端の調整にはA(118な ど)、 B(110・ 116な ど)両者が認

められるが、後者が目立つ。
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杯 3類 (139～ 147):円盤高台状の薄い底部から体部が大きく開く器形で、体部は丸みを帯びる。

形の復元は145のみであるが、144と 比較し底径 。器高に著しい差があり、種々の形状が想定される。

部下端の調整はA(145な ど)・ B(147)両者が認められる。

杯 4類 (148～ 151):不 2類に近似するが、体部下端に数条の段差が形成されるものである。

不 5類 (152～ 166):杯 1類に近似するが、体部の開きがごく狭いものである。コップ状 (157・ 158・
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160～ 162)と 椀状 (152な ど)の器形が想定される。体部下端の調整はA(159。 164な ど)、 B(160・

162な ど)両者が認められる。156は工具によるナデである。

杯 6類 (167～ 191):口 径10cm前後、器高3cm前後の小型器種である。体部下端の調整には回転ナデ

(167・ 168な ど)、 A(175な ど)、 B(180。 181な ど)があり、Bがやや多い。体部がほぼ一直線に続く

器形 (167～ 170。 175。 176・ 178・ 185。 186)、 「調整痕」部分が張り出し、体部が大きく開く器形 (171

～174。 179～ 183)、 「調整痕」部分と回転ナデ部分との間に段差がみられる例 (187～ 191)がある。

掲載土師器杯の分類毎の出土状況 (図 26)では、平面・立面共に大きな差異は見出せないが、 2・
3-Eグ リッドの低湿地域においては、不 1類が他類より低い位置にて出土している状況が観察される。
192～ 206は円盤高台椀である。器形は体部が直線的に大きく開くもの(192)と 丸みをおびるもの(193)

とが復元された。高台には下端が張り出す形状 (192～ 197)と 円筒状 (198～ 206)がある。207～215は高台

付椀である。高くハ字に開く高台(208～ 210・ 212)が主となるが、短く断面四角形の須恵器的な高台 (207)

もある。また高台内に放射状の調整痕が残る例 (215)も ある。216～219は杯もしくは椀の回縁部～体

部である。

220～ 224は黒色土器である。未掲載遺物を含め全て内黒である。多くはハ字状の高台が付 く (220～

223)。 掲載分の出土状況 (図27)では、4-C・ Dグ リッドの低湿地域にて他器種よりやや高い位置で

出土している状況が観察される。225は小皿である。

~l~ 225

-26-
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226～ 247は 甕である。日径は25～ 30 cm(226・ 227・ 230～ 232・ 238・ 239。 247)、 18 cm前 後 (228・

229)に大別される。外面調整より4種に分類した。内面調整はケズリ主体である。甕A類 (226～

229):横方向の薄いハケロが残るもの。甕B類 (230～ 234):縦・横方向のハケロが残るもので、調整

順には横→縦 (231・ 232)、 横→縦→横→縦 (230)がある。甕 C類 (235～237):格子ロタタキが残る

もの。当類は甕全体の中でごく僅かである。甕D類 (238～ 246):ナデもしくは調整が不明なもの。甕

E類 (247):ミ ガキを行うものである。方向は横→縦であり、表面に多量のススが見られる。掲載甕の

分類毎の出土状況 (図 27)からは、平面・立面共に大きな差異は認められない。
248は鉢である。249は不で底部に穿孔を行う。内面には炭化物が多量に付着し、外面は被熱からと考

えられる剥離が進む。250・ 251は器種不明の底部である。共に器壁が厚く、回転台整形である点が共通

する。壺底部の可能性も考えられる。252は ごく小さな椀で、平らな工具によるタタキ整形である。252

～257は内面に布目の残る製塩土器で、口縁部断面は三角形状 (253)である。258は杯底部を利用した

紡錘車、259は管状土錘である。

陶磁器 260。 261は 自磁椀である。260は白磁椀Ⅳ類、261は 白磁椀Ⅳ -la類 と考えられる (注 1)。

262は青磁壺などの肩部と考えられる。

墨書・刻書土器 25点 (108・ 263～286)が確認された。内訳は須恵器 7点 (263～ 269)、 土師器16点

78｀   80

 ヽ                              ′
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(108・ 270～ 283・ 285)、 黒色土器 2点 (284・ 286)である。器種は須恵器 :蓋 1点 (263)・ 不 4点 (264
～267)。 高台付椀 2点 (268・ 269)、 土師器 :杯 1類 7点 (270～ 276)。 杯 2類 5点 (108。 277～ 280)。

杯 5類 1点 (285)、 小片 3′点 (281～283)であり、土師器杯 1類がやや多い。描画部位は墨書では外底、

体部外面と外面主体だが、刻書は全て内底である。半じ読可能な墨書は賠田」(263)、「家○」(264)、「夫」(268)、

九字略号と考えられる「井」 (269)、 「浄○」 (270)、「土 (=土 )」 (273・ 279。 285)、 刻書は「寺」 (274)、

「井」 (275。 277)がある (注 2)。 刻書「寺」は焼成前のヘラ書、「井」は焼成後の線亥」と考えられる。

松笠。種子 2-Eグ リッドの低湿地域より約1000点 の松笠が出土した。他の遺物と混在し5m四方、
50cm程度の高低差内に集中する。集中域の北側、西部微高地と低湿地域の境では数本の樹根が検出され

ており、2164の樹種同定ではマツとの結果が出ている。また当域では桃などの種子も数点出土している。

(注 1)太宰府市教育委員会 2000「大宰府土器形式と国産陶器。貿易陶磁器編年 〔2000.2補訂〕」『大宰府条坊跡XV』

(注 2)墨書土器の釈読に関しては、永山修一氏・柴田1専子氏より多大な御教授をえた。

3.申世 (ull・ Ⅸ層)の遺構 (図33)
2・ 3-D・ Eグリッドにて検出された。文明軽石層 (Ⅷ層)及びその直下層 (Ⅸ層)の状態を検出
指標とした生産遺構である。堆積状況より①一次堆積の文明軽石層と平坦な下層上面、②上下層と混じ

る文明軽石層と凹凸のある下層上面に大別され、①は文明軽石に被覆された状態の耕作区画や疑似畦畔

Bな ど、②は災害復1日 (天地返し)後の耕作区画などと推定されている。
トレンチなどの土層観察では2006-7・ 8。 9。 13～ 15・ 17tr、 2008-7・ 12・ 13・ 14tr、 土層2008-②・

⑥ o③・⑪・⑫、にて確認される。2008-15tr。 2006-16trで はⅧ層が見られないが、Ⅸ層の残存は良

好であり、Ⅵ層形成時に削平を受けた可能性が考えられる。また多くの地点にてⅨ層上面に凹凸が観察

されるが、2006-9tr・ 2008-12trで は平坦な部分も見られる。土層断面にて確認された状況も上記生

産遺構を反映していると判断された。これらの点より当該遺構の面的範囲としては、調査区内では西部

微高地の一部と中央低地や河川流路を除くほぼ全域にわたり、さらに調査区外、南の開析谷へと展開し

ていたと考えられた。

Ⅷ一SW01 西部微高地南端にて確認された②である。南側は氾濫A2に より破壊され、現存面積
は約20ゴ、不整四角形の平面形と推定される。東西はほぼ平坦であるが、地形に沿って南北にやや傾斜

する。IX層上面の凹凸は楕円形から長方形状で斜めに凹むものが多い。規則性は認められない。

Ⅷ一SW02～ 04 低湿地域にて確認された②である。いずれも氾濫A2に よリー部を破壊され、
SW03・ 04の東・北側は重機掘削時に掘り過ぎ、未調査となっている。現存面積はSW02・ 約12
だ、SW03。 約 2ぷ、SW04・ 約11ゴで、SW02は不整四角形の平面形と推定される。共に氾濫
A2に向け僅かに傾斜するが、氾濫A2下に明瞭な流路や溝状遺構等は確認されず、地形上の起伏と考
えられた。凹凸の状況はSW01と ln―l様である。またSW02と流路B5と の間には平坦部が帯状に延
びる。これは擬似畦畔Bと考えられ、遺構形成時における流路B5の流路機能が想定される。
土層2008-⑪ oIX層でのプラント・オパール分析では稲作の可能性が高い点が指摘されている。SW
01～ 04では小溝状遺構は確認されず、災害復旧後も水田として稲作生産が継続されたと考えられる。
参考文献 高橋浩子2000「白ボラに埋もれた畠―宮崎県都城市中尾遺跡一」『日本考古学協会2000年度鹿児島大会資料集 第1集』

都城市教育委員会2000「坂元遺跡」

宮崎県埋蔵文化財センター 2002「母智丘谷遺跡 畑田遺跡 嫁坂遺跡」

4.近世 (M層・F層)の適構 と遺物 (図34～ 37)
Ⅵ―SW01～ 06 5～ 8-E～Hグリッドにて検出された水田跡である。Ⅳ層直下、氾濫A2層
に被覆された状態で確認された。Ⅳ層は出土遺物から18世紀後半と把握される。Ⅳ層と氾濫A2層の間
に自然堆積層が認められない点からは、早急な災害復旧が推定されるため、この水田跡もそれに近い

時期と考えられる。トレンチなどの上層観察では2004-8tr、 2006-9・ 13～ 17tr、 2008-1・ 2・ 9-11・

10・ 13・ 15。 16tr、 土層2008-① o② o⑥・⑦・⑧ o⑪ o⑫にて確認される。西部微高地ではⅥ層の堆

積がごく薄く、北側では消滅している。Ⅲ層形成時の削平も考えられるため、西部微高地上の状況把握
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鼈A―A'
ア1砂利+砂=A2
イ1暗褐色土・御池軽石・アカホヤ・黒色土ブロック :造成土=B5
イ2御池軽石 :ラ ミナ=① オ2=B5
イ3黒色シル ト=①オ3=B5
イ5砂・御池軽石・灰色シル ト :互層=B5
ウ1黒色土 :砂・砂利少量=A4

図33  VII卜 SW01～ 04

洟彰B―B'
ウ5褐灰色細砂・にぶい黄褐色砂。明黄褐色細砂 :互層=A2
ウ6にぶい黄褐色砂・御池軽石 :互層=A2
ウ8Ⅵ層+御池軽石少量=A2
ウ10砂 +砂利=A2

は困難であった。これらの点より当該期の水田は、詳細不明の画部微高地上と中央低地を除く調査区の

ほぼ全域から、南の開析谷への面的な展開が考えられた。

検出面はⅥ層・Ⅵ c層で、畦畔 (上幅約0.5m、 下幅約 lm、 高さ0.2～ 0.3m)に 区画された 6枚の水

田が確認された。Ⅵ c層 は砂が混じるⅥ層で、調査区内でも明瞭な場所と不明瞭な場所がある。Ⅵ c層

の形成要因には洪水起源の砂とⅥ層との1覺拌が考えられる。また図34E一 E'。 Ⅵ層、B一 B'・ Ⅵ.Ⅵ c

層で実施 したプラント・オパール分析では、多量のイネ 。少量のムギが検出された。耕作面の標高は

136.6m台 の SW02～ 04、 136.5m強 の SW01、 136.5m弱 のSW05・ 06と 僅かな差ではあるが
3段階に分かれ、東→西へと下る。中央低地へと傾斜する地形上の要因が考えられる。

Ⅵ一SW01 6。 7-E・ Fグ リッドにて検出された。長軸14m、 短軸10m、 面積約125だ、平面
形はいびつな四角形である。耕作面はほぼ平坦で、稲株根が多量に確認されたが規則性は見出せていな

い。また耕作面で実施したプラント・オパール分析ではイネ苗の害J合が高い結果となり、田植え直後の

「初夏」埋没との推定がなされている。

Ⅵ一SW02～ 06 いずれも不整形で調査区外へと広がる。SW03が もっとも大きく現存面積約
245ぽである。 SW02・ 03は流路 B3、 SW04～ 06は溝状遺構 B4に一部が破壊されている。
溝状遺構B4は土層2008-⑥、図34C― C'、 F― F'にて、SW04・ 05と の境の一部に畦畔の堆積
が見られるため、埋没時には溝として機能していた可能1生が高いと考えられた。

/1ttt SW0 1-02、 SW01-05、  SW01西 佃1、 SW02-03、  SヽV04-05間 にて確認
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1黒色土 :しまり強 ,御池軽石。文明1軽石ごく少量
2黒色シルト:御:池軽石。文明軽石ごく微量
3砂十砂利=A2
4御池軽石+砂=A2
5暗灰色細砂=A2
6暗灰色シルト=A2
7暗灰色細砂=A2

VI― SVV05

VI― SW04

図35

1/80

VI―SW01～ 05水国

された。SW01-02間 はやや幅広であるが、他はいずれも狭 く浅い。
また第 2調査区では南佃1を 中心として、氾濫A2層上の一部に氾濫A2と Ⅳ層・Ⅵ層とが混 じるIVb

層が確認された。これは氾濫A2後の災害復旧層と考えられる (注 )。
SD01～ 03 2・ 3-Cグ リッド、西部微高地上にて検出された。検出面はⅨ層上面である。東
西に延び、西→東へと僅かに傾斜する溝状遺構である。土層断面の観察よりSD02→ 03→ 01の
形成と把握される。土層 C― C'ではSD02・ 03は III b層 下、 SD01は 同層以上に位置し、両者
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2 3

⊂

マ/

●A―A'
ウ1灰色砂+黄色砂+御池軽石+褐色土:ラミナ

=SY01
■4明黄色砂42

● C―C'
ア1褐灰色砂質土 :御池軽石・小石。文明軽石
少量,ラミナ状の砂=SD01
ア2灰黄褐色砂質土 :御池軽石・小石。文明軽
石少量ラミナ状の砂=SD01
ア3暗褐色砂質土 :御池軽石。文明軽石ごく少
量,下部に砂=SD01
ア4御池軽石+黒色土+アカホヤプロック十砂 :

ラミナ=SD02
イ1御池軽石+砂 :ラミナ=SD03

図36 SD01-03esY01

1/100

● B―B'
1灰色土:しまり強,小石。文明軽石少量=SD01
2暗褐色土:しまり強,文明軽石・砂少量=SD01
3暗灰色砂質土:しまり強,文明軽石少量=SD01
4暗灰色砂質土:しまり強,文明軽石少量=SD01
5黄色砂=SD01
6灰褐色土 :しまり強,小石。文明軽石少量=SD03
7灰色砂=SD03
8灰色砂質土 :文明軽石ごく少量=SD03
9砂+砂利=SD02
10褐色土+御池軽石:ラミナ=SD02

く |[

レ 菖

（（ぶ
こ
抑
×
Ｎ
Ｙ
∞
Ｏ
Ｏ
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ち88
o                10cm

1/4

図37 近世陶磁器

間に時期差が想定される。いずれも壁面に凹凸があり、埋土中にはラミナ状の砂が混じる。287は SD
01にて出土した染付である。18世紀以降と考えられる。
SY01 調査区外へと広がる竪穴状遺構である。埋土は砂 。御池軽石などが混在し、一部にはラミ
ナ状の堆積も見られたが、分層はならなかった。また検出面から約70cm下で湧水があり、底面の確認は

行っていない。構築層位はⅢ層下でⅢb層を切っているため、SD01と 時期の近接が考えられる。
(注 1)杉山真二氏 (株式会社 古環境研究所)の御指摘による。
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表 1 掘立柱建物跡 0柱穴Jll
主軸 構造 柱間数|“テメ深) 規模|く

")
桁行柱問 染行柱間 面積|(ぷ ) 柱穴径 ||(Cm) 柱穴深|(cm) 備考

SB01 N-74° 一 言 側柱 一面庇 3× 2 身舎 64× 30
庇 (61)× 14

身舎・20-23
庇・20～21

身舎・15
庇 15

身舎 191
庇 86

39^ン 63
46～ 51

50～ 76
42ヽン67

N-69° 一 E 側柱 3× 2 (45)×  (29) 15-16 14-15 (137) 29-54 25～ 56

S× 01 N-81° 一 E 66 21～24 53-70 48-53

表 2 柱穴
長径 1短径 深さ 備考

1 025 019 038
057 (050) 073 土師器甕 粘土塊
044 032 054

4 044 037 062
5 055 (024) 049
6 021 017 026
フ 037 (024) 025 P8と重複
041 (038) Pフと重複

9 059 037 028
027 022 023

11 025 023 018
026 025 026 土師器塔小片
032 029 036 土師器琢小片

026 024 051
025 021 035
025 017 013
027 025 030
029 025 028
028 018 031 土師器琢小片
024 019 037
027 023 036
067 054 048 SX01・ 須恵器小片
050 (024) 036 上師器琢 甕小片

長径 短径 深 さ 備考

24 046 042 056 SB02石
044 034 026

26 051 051 062 27 土師器郊小片
03フ 031 045
034 0.33 055
037 037 039
031 021 041
024 022 038
028 036

056 051 053 SX01
053 054 SX01 172 須恵器小片
070 064 051 SX01.土 師器 .須恵器小片
081 074 067
040 030 043
033 027 036
066 055 044 柱根

059 029 石

029 026 028 SB02
42 037 035 025 S302
036 035 037 SB02
036 036 040 SB02

45 054 036 030 SB02・ 軽石
063 039 065 SB01 土師器塔小片

単位 im

長径 短径 深 さ 備考

043 036 060 SB01
045 035 058 SB01
046 (021) 059 SE30 1

049 038 048 SB01
051 049 042 SB01
047 067 SB01

043 038 076 SE30 1

044 039 050 SB01
057 043 055 SB01
039 036 050 SB01
039 030 056 SB01

58 046 039 054 SB01
058 052 054 SB01

欠番

029 028 025 P68と 重複 柱根
028 027 025 柱根

033 028 013
026 026 P69と 重複

032 026 017
043 038 020 柱根

033 029 026
026 026 030 P62と 重複・柱根
031 024 025 P64と 重捜

表 3柱 0杭

N01 種別 直径 現存長 樹種
端
工
末
加

工
囲
加
範 加工画 備 考

柱 2 クスノキ科? 平lB 1 P64/簿 い刃先痕

柱 0 32 クスノキ科 平lB l P68/薄 い刃先痕

フ 柱 5 155 ク リ 2 P62/刃先痕

柱 ク リ 2 P61/刃先痕

杭 33 モチノキ属? 3/4 刃先痕

杭 27 モチノキ属 ? 刃先痕

種別 酪 現存長 樹種 鮮
工
囲
加
範 加工面 備考

杭 7 13ナラ属クヌギ節? 2/3 2 刃先痕

杭 7 コナラ属クヌギ節 ? 4 刃先痕

杭 フ 刃先痕

14 杭 7 5 刃先痕

杭 5 イヌガヤ?

杭 イヌガヤ 3/5 薄い刃先痕

表 4 須恵器 0土師器 1 単位

材質 器種 口径 底径 器高 分類 色調 胎土 整形●調整 備考 取上番号

1 土師器 甕 灰白色 2mm以 下の自色・褐色粒多 内 :ナデ/外 :ナデ 刻目突帯 書墳時代

土師器 甕 96 橙色 2mm以 下の自色粒多 内外 :ナデ 古墳時代 140フ

土師器 甕 90 橙色 2mm以 下の自色粒多 内外 |ナデ 古墳時代 1829

土師器 高杯 橙色 l mm程度の自色粒多 内 :ナデ/外 :ミガキ 古墳時代

17 須憲器 芸
ｍ
132 灰白色 微細な白色粒 内 :回転ナデ/外 1回転ナデ→ナデ 1387/2006-7tr

須恵器 芸
ユ
132 灰自色 微細な白色粒 内 :回転ナデ→一部ナデ/外 :EOIl転ナデ ケズリ 天頂部高22帥 504/2125

須恵器 蓋 142 灰色 微細な白色粒 内 :回転ナデ→一部ナデ/外 :回転ナデ ケズリ 天頂部高2 1cm/転用硯 783/1597

20 須恵器 蓋 灰色 微細な白色粒 内 :回転ナデ/外 :回転ナデ→ナデ 内 :自然釉 977/1163

須憲器 114 29 灰色 l mm以下の白色粒やや多 内 :回転ナデ→一部ナデ/外 :回転ナデ ケズリ 天頂部高22側 /内 :墨痕 .転用硯? 1994

須恵器 芸
ユ
168 灰自色 微細な白色粒 内 :回転ナデ→一部ナデ/外 :回転ナデ ケズリ 転用硯

須恵器 蓋 144 灰色 微小な白色粒やや多 内 :回転ナデ/外 :回転ナデ→ナデ 内 :自然釉薬

須恵器 蓋 145 22 灰白色 微細な白色 褐色粒 内 :回転ナデ→一部ナデ/外 :回転ナデ・ケズリ 天頂部高 1 5crn/転 用硯 506/555

須恵器 138 灰色 微細な白色粒 内外 :回転ナデ 一括

須恵器 140 灰色 微細な白色粒 内外 :回転ナデ ―括

須恵器 蓋 118 11 灰自色 微細な白色粒 内 :回転ナデ→ナデ/外 :回転ナデ・ケズリ P26出土 390

28 須恵器 蓋 灰白色 微小な白色粒 内 :回転ナデ→多角形ナデ/外 1回転ナデ→ナデ 転用硯 ―括

須恵器 灰色 微細な白色粒 内 :EDll転ナデ→多角形ナデ/外 :回転ナデ 転用硯 669

須恵器 要
ｍ

灰白色 微細な白色粒やや多 内外 :回転ナデ 一握

須恵器 灰自色 微細な自色粒 内外 :EOll転ナデ 摩耗 摩耗 一括

須恵器 郎 120 42 掲色 微小な白色粒やや多 内 :回転ナデ→一部ナデ/外 :回転ナデ 488/1826/―〕舌

33 須恵器 鉢 100 灰色 微細な白色粒 内 :回転ナデ/外 :回転ナデ ナデ ―括

須恵器 琢 110 灰色 微細な白色粒 内外 :EDll転ナデ 460/1479/1647

須悪器 1/11 灰色 微小な白色粒やや多 内外 :回転ナデ 一括

須恵器 塔 灰白色 微細な白色粒 内 :回転ナデ/外 :回転ナデ ケズリ 内 :スス/回転板切離 し痕 727

須恵器 坪 72 灰白色 微細な自色 黒色粒 内 1回転ナデ→多角形ナデ/外 :回転ナデ 1738/1859

38 須恵器 外 128 灰色 微細な白色粒 内外 :回転ナデ 内 :スス ―括

須恵器 琢 98 灰色 微細な白色粒やや多 内外 :EDEl転ナデ 395

須恵器 琢 72 灰色 微細な自色粒 内 :回転ナデ‐一部ナデ/外 :回転ナデ 1348

41 須恵器 鉢 灰色 微細な白色粒 内 :回転ナデ→ナデ/外 i101転ナデ 外 :暗茶褐色 1385/― 括

須恵器 跡 褐 色 l mm以下の自色粒 内外 i1011転ナデ 内 :スス 1123

須恵器 跡 82 灰色 微細な白色粒 内外 :回転ナデ 362

須憲器 高台付椀 158 52 灰白色 微細な白色 .灰色粒やや多 内外 :回転ナデ 627/――括

須恵器 高台付椀 126 掲色 微細な褐色粒 内外 :回転ナデ 一括/2006-7tr

須恵器 高台付椀 118 灰色 l mm以下の自色 黒色粒やや多 内 :回転ナデ /外 :回転ナデ・ケズリ 内 :スス 1852/1891/――括
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表 6 須恵器 0血師器 2 単位 i cm

材質 器種 口径 底径 器高 分類 色調 胎 土 整形■調整 備考 取上番号

須恵器 高台付椀 104 灰色 微細な白色粒 内 :回転ナデ→一部ナデ /外 :回転ナデ 423μ60/481/683/― 掲

須恵器 高台付椀 124 68 灰色 1臓m以下の白色粒やや多 内外 :回転ナデ 1895

49 須恵器 高台付椀 灰白色 微細な自色 灰色粒 内外 :回転ナデ ―括

須恵器 高台付椀 褐色 微 llllな白色 褐色粒 内外 :回転ナデ 土師器 ? 1645

須恵器 高台付椀 80 灰自色 l mm以下の褐色粒 内外 :回転ナデ 内 :スス /土師器 ?

須恵器 高台付椀 74 灰色 微細な白色粒 内外 :EEIl転ナデ 転用硯

須恵器 高台付椀 80 灰色 l mm程度の白色粒多 内 :回転ナデ→ナデ /外 :回転ナデ 胎土が粗い

須恵器 皿 120 灰色 微組な白色粒 内 :回転ナデ→一部ナデ /外 :回転ナデ→ナデ

須恵器 皿 144 113 灰自色 微細な自色粒 内 :回転ナデ→一部ナデ /外 :回転ナデ→ナデ 転用硯 634/1805

須恵器 皿 105 掲色 in冊以下の茶褐色 黒色粒多 内 :回転ナデ /外 :回転ナデ ケズリ 蓋 ?/土師器 ?

須恵器 皿 82 灰自色 微細な灰色 褐色粒 内 :回転ナデ /外 :回転ナデ ナデ
須恵器 llll 灰白色 微細な灰色粒 内 :EDll転ナデ /外 :回転ナデ→ナデ 1738

須恵器 皿 灰自色 微細な褐色粒 内外 :回転ナデ

須恵器 35 灰色 微細な白色粒やや多 内外 :回転ナデ 440/449

須恵器 220 褐色 微細な白色粒 内 :回転ナデ→ナデ /外 :回転ナデ→回転ヘラケズリ 78/92/957/――括

須恵器 甕 灰色 微細な透明粒 内 :回転ナデ /外 :回転ナデ rin目

須憲器 118 灰色 微細な白色粒 内 :ナデ 指オサエ /外 ナデ 450/496/―括

須恵器 甕 144 灰色 1冊m以下の自色粒 内底 :ナデ /外底 :格子ロタタキ 169/一括

須恵器 甕 110 灰色 l mm以下の自色粒やや多 内底 :ナデ /外底 :同心円タタキ r017/249/853

須恵器 甕 灰色 微細な白色粒 内 :同心円当具痕 /外 :格子ロタタキ 1337/1868

須恵器 甕 灰色 微細な白色粒 内 :格子目当具痕 /外 :平行タタキ 100/―括

須恵器 甕 灰色 微細な自色粒 内外 :平行タタキ

土師器 鉢 68 灰白色 微細な灰色粒 内 :回転ナデ /外 :回転ナデ→ナデ 内外 :スス

土師器 琢 灰白色 l mm以下の褐色 黒色粒 内 :回転ナデ /外 :― 内 :スス /焼成良 940/953/959/990

土師器 ネ 58 灰色 l mm以下の自色粒 内外 :回転ナデ 内 :スス /焼成良

土師器 琢 74 灰白色 微細な掲色・黒色粒 内外 :回転ナデ→ナデ 摩耗 329/330

土師器 ネ 134 灰白色 l mm程度の褐色 .灰色粒 内外 :回転ナデ 461/1433/2003/2120

土師器 琢 128 77 44 灰白色 褐色 白色 黒色粒 内 :回転ナデ /外 :調整痕一回転ナデ ?・ ナデ 摩耗 44/― 10

土師器 ネ 120 41 灰白色 微細な白色粒 内 :回転ナデ/外 :回転ナデ 調整痕→回転ヘラケズリ 内外 ス ス 77/―括

土師器 T4N 124 灰自色 l mm以下の褐色 灰色粒 内 :回転ナデ→ナデ/外 :回転ナデ 調整痕→ナデ 焼成良
土師器 ネ 124 44 橙色 微細な褐色粒 内 :回転ナデ /外 :調整痕→EOI転ナデ ? 焼成長 861/― 括

土師器 lE4N 138 灰自色 微細な黒色粒 内 :回転ナデ→ナデ /外 :調整痕→回転ナデ ? 焼成長

土師器 琢 灰白色 l mm程度の褐色粒 内 :EDEl転ナデ /外 :調整痕→ EOll転ナデ ? ―括

土師器 琢 灰白色 微細な褐色粒 内 :回転ナデ→ナデ /外 :回転ナデ→調整痕→ナデ

土師器 ネ 灰白色 微細な白色粒 内 :回転ナデ /外 :調整痕→回転ナデ ?

土師器 ネ 66 橙色 l mm以下の褐色 白色粒 内 :回転ナデ /外 :回転ナデ ナデ 内 :スス /摩耗 845
土師器 鉢 灰自色 微細な自色粒 内 :回転ナデ /外 :調整痕→回転ナデ 内 :スス 536/――括

土師器 琢 灰自色 lm冊程度の褐色粒 内 :回転ナデ /外 ナデ 内 :スス /摩耗 851

土師器 ネ 橙色 lm冊程度の褐色粒 内 :回転ナデ→ナデ /外 :調整痕→回転ナデ

上師器 琢 灰自色 l mm以下の褐色粒 内 :EOI転ナデ/外 :回転ナデ 調整痕→回転ヘラケズリ 焼成良
土師器 琢 灰白色 微細な褐色粒 内 :回転ナデ→ナデ /外 :回転ナデ→調整痕→ナデ 内 :スス

土師器 ネ 灰自色 lm冊以下の褐色 lll 内 :回転ナデ→ナデ /外 : 摩耗

土師器 鉢 80 灰白色 l mm以 下の褐色 白色 黒色粒 摩耗

土師器 ネ 72 橙色 灰色 黒色粒多 内外 :一 摩耗

土師器 郎 2 灰白色 掲色 黒色粒多 内 :― /外 :調整痕 摩耗 47/72

土師器 lE4N 2 灰自色 微細な褐色粒 内 :回転ナデ→ナデ /外 :回転ナデ

土師器 琢 2 橙色 微細な白色 黒色粒 内外 :回転ナデ→ナデ 焼成長 873
土師器 琢 58 2 灰自色 1■■以下の褐色粒 内 :一 /外 ナデ 摩耗

土師器 14N 2 橙色 l mm以下の灰色粒 内 :回転ナデ /外 :回転ナデ・調整痕→ナデ 焼成良

土師器 14N 52 2 灰自色 微細な黒色粒 内 :回転ナデ /外 :回転ナデ→ナデ 摩耗 235

土師器 ネ 2 橙色 微細な褐色粒 内 :回転ナデ→ナデ /外 :調整痕→回転ナデ 焼成良

土師器 ネ 126 2 灰白色 lR冊以下の褐色粒 内 :回転ナデ /外 :調整痕→EOFl転ナデ→ナデ 2008-l tr

99 土師器 琢 126 2 灰自色 微網な自色 灰色粒 内 :回転ナデ /外 :回転ナデ→調整痕→ナデ 内外 :明瞭なロクロロ/焼成良 619/633/634/635/784/― iE

土師器 琢 126 2 橙色 褐色 白色 黒色粒 内 1回転ナデ /外 :回転ナデ 調整痕→ナデ ? 口縁下に三条の沈線 /摩耗 34/―握
上師器 琢 136 62 2 橙色 掲色 灰色 自色粒多 内 :回転ナデ /外 :調整痕→回転ナデ 520/570/713/1487/1739

土師器 不 132 47 2 灰白色 掲色 白色 黒色粒 内 i101転ナデ→ナデ /外 :調整痕一回転ナデ ?.ナデ 底部穿孔 /摩耗 323/― In

土師器 坪 128 68 2 橙色 褐色 白色 灰色粒多 内外 :ナデ 摩耗 1145/― 括

土師器 琢 136 72 2 橙色 褐色 灰色粒多 摩耗 264/270/275

土師器 塔 144 66 2 橙色 lI「 m以下の褐色粒 内 :回転ナデ /夕 :ヽ回転ナデ 狭い調整痕 108/――:言

106 土師器 琢 136 2 橙色 lR冊以下の褐色粒 内 :回転ナデ→ナデ /外 :回転ナデ ナデ 摩耗 121/122/一 括

107 土師器 琢 74 2 灰自色 微細な白色粒 内 :回転ナデ /外 :調整痕→回転ナデ ? 内面スス /焼成良 346

土師器 琢 2 橙色 微細な褐色粒 内外 :回転ナデ 内底刻書 (ヘラ書 )

土師器 不 2 灰白色 l mm以下の褐色 灰色粒 内 :回転ナデ→ナデ /外 :回転ナデ .調整痕→ナデ 906/1409

110 土師器 ネ 66 2 灰自色 微細な黒色粒 内 :回転ナデ→ナデ /外 :回転ナデ→調整痕→ナデ

111 土師器 ■4N 2 橙色 微細な黒色粒 内 :回転ナデ /外 :回転ナデ 調整痕→ナデ 焼成良 1855

112 土師器 不 58 2 橙色 微細な褐色粒 内 :回転ナデ /夕|:回転ナデ 調整痕→回転ナデ ? 一括

113 土師器 不 2 灰自色 1冊m程度の褐色粒 内 :回転ナデ /外 :回転ナデ 調整痕→ナデ 摩耗

土師器 休 68 2 灰白色 微細な黒色粒 内 :回転ナデ /外 :回転ナデ 調整痕→ナデ
土師器 不 65 2 灰白色 l mm程度の褐色 灰色 黒色粒多 内 :回転ナデ /外 :調整痕→ナデ 焼成良・ろくろ回転右回り

土師器 T4N 2 灰白色 1冊程度の褐色 灰色 til 内 :回転ナデ /外 :回転ナデ→調整痕→ナデ 摩耗

117 土師器 琢 灰白色 微細な黒色粒 内 :回転ナデ /外 :回転ナデ→調整痕→ナデ 焼成良 14/532

土師器 琢 2 灰白色 微細な掲色粒 内 :回転ナデ /外 1調整痕→回転ナデ 内 :スス /焼成良 ―括

土師器 14t 66 橙色 微細な白色粒 内 :回転ナデ→ナデ /外 :回転ナデ→ナデ 摩耗

土師器 郎 橙色 微細な自色粒 内 :回転ナデ /外 :調整痕→ EOll転ナデ ? 焼成良

121 土師器 t7N 56 橙色 l nlll程度の褐色粒 内 :回転ナデ /外 :EDI転ナデ・調整痕→ナデ 外 :スス

122 土師器 塔 灰白色 1柵以下の褐色粒 内 :回転ナデ→ナデ /外 :回転ナデ ナデ 内 :スス /焼成良

123 上師器 I14N 58 灰白色 3nl■以下の褐色粒 内 :回転ナデ /外 :回転ナデ→調整痕→ナデ ? 摩耗 448
土師器 琢 52 灰白色 微細な自色粒 内 | /外 :回転ナデ→調整痕→ナデ 摩耗 835

125 土師器 琢 灰白色 l mm程度の褐色粒 内 :回転ナデ /外 :回転ナデ ナデ 内 :スス 726/――播

126 土師器 琢 灰白色 微細な黒色粒 内 :EDI転ナデ /外 :IBIl転ナデー調整痕→ナデ 焼成良 483
12フ 土師器 14N 50 灰白色 l nlm以下の褐色粒 内 :回転ナデ /外 :回転ナデ→調整痕 ?→ナデ 焼成良 546
土師器 IE4N 灰白色 微細な褐色粒 内 :回転ナデ→ナデ /外 :回転ナデ→調整痕→ナデ 焼成長 566
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一Ｑ 材質 器種 EIl径 底径 器高 分類 色調 胎上 整形■調整 備考 取上番号

土師器 琢 灰自色 l mm以下の褐色 灰色粒 内 :回転ナデ /外 :調整痕→回転ナデ ? 摩耗

130 土師器 1/N 52 2 灰白色 微細な白色粒 内 :回転ナデ /外 :1011転ナデ→調整痕→ナデ 摩耗 748

土師器 lTk 46 2 灰自色 l mm以下の褐色粒 内 :回転ナデ /外 :調整痕→回転ナデ ? 摩耗

土師器 14N 2 灰自色 微網な黒色粒 内:回転ナデ→ナデ/外 :回転ナデ 調整痕→EOl転ナデ? 495/670

土師器 塔 62 2 橙色 l mnl以下の褐色 灰色粒多 摩耗 454/824/―括

土師器 ネ 66 2 構色 l mm程度の掲色 灰色粒 内外 :― 摩耗 1153

土師器 卦 2 橙色 l mm程度の自色粒 内 :回転ナデ /外 :一 摩耗

土師器 琢 2 灰白色 褐色・灰色粒多量 摩耗

土師器 琢 2 橙色 l mm程度の褐色粒 内外 :― 摩耗

138 土師器 郭 2 灰白色 1冊m以下の褐色 .灰色 黒色粒多 内外 :一 摩耗

土師器 鉢 橙色 l mnl程 度の褐色粒 内外 :回転ナデ 摩耗 ―括

140 上師器 ネ 3 灰白色 l mm程度の褐色粒 内外 :回転ナデ 摩耗 一括

土師器 ネ 64 灰白色 微細な白色粒 内 :回転ナデ→ナデ /外 :回転ナデ 焼成良

142 土師器 塔 56 灰自色 微細な白色粒 内外 :回転ナデ 内 :スス /焼成良 725

143 土師器 lTk 56 灰白色 l IRIn以下の褐色粒 内 :回転ナデ /外 :一

土師器 沐 55 灰白色 微細な褐色粒 内 :回転ナデ→ナデ /外 :回転ナデ 摩耗 90/―括

145 土師器 琢 117 68 28 灰白色 微細な黒色粒 内 :回転ナデ /外 :調整痕→EEIl転 ナデ→ナデ

土師器 塔 灰白色 l mm以下の褐色 灰色粒 内 :回転ナデ /外 :調整痕→回転ナデ ?→ナデ 1374

147 土師器 卦 52 灰白色 微細な黒色粒 内 :EDE転ナデ /外 :回転ナデ→調整痕 ?→ナデ

土師器 鉢 122 66 灰白色 微細な黒色粒 内 :回転ナデ /外 :回転ナデ ナデ 435/437/438/519/― 括

土師器 琢 116 52 4 灰白色 微細な白色粒 内 :回転ナデ /外 :調整痕→回転ナデ→ナデ 体部下端 3段 /内外 :スス 513/513/579/― 括

150 土師器 琢 橙色 微細な黒色粒 内 :回転ナデ /外 :回転ナデ→調整痕 ?→ナデ 551/1747/1942

土師器 琢 橙色 1冊以下の橙色粒 内 :回転ナデ /外 :回転ナデ→調整痕→ナデ 内 :スス 300

152 土師器 郊 60 橙色 lΠ冊以下の褐色粒 内 :回転ナデ /外 :回転ナデ→調整痕→ナデ 焼成良 245/335/―括

土師器 不 灰白色 微細な自色粒 内 :回転ナデ→ナデ /外 :回転ナデ ナデ 852

土師器 琢 60 5 灰白色 微細な白色粒 内 | /外 :回転ナデ→調整痕→ナデ 内 :スス /摩耗 866

土師器 ネ 58 橙色 l mm以下の褐色粒 内 :回転ナデ→ナデ /外 :回転ナデ ナデ 内 :スス 2006-8tr

156 土師器 塔 66 5 灰自色 l mm以下の褐色粒 内 :回転ナデ→ナデ /外 :EOI転ナデ エ具ナデ 焼成良 809/810/922/― 括

157 土師器 不 5 灰自色 微細な褐色 灰色粒 内 :回転ナデ→ナデ /外 :回転ナデ→調整痕→ナデ 2006-8tr

158 土師器 沐 5 灰自色 微細な灰色粒 内外 ナデ 摩耗 517

士師器 ネ 5 灰白色 微綱な白色粒 内 :回転ナデ /外 :調整痕→回転ナデ 摩耗 19/96

160 土師器 ネ 5 橙 色 微細な褐色粒 内 :回転ナデ→ナデ /外 :回転ナデ→調整痕 内 :ス ス 540/― ]舌

土師器 琢 5 灰自色 微細な黒色粒 内 :回転ナデ /外 :回転ナデ 調整痕→ナデ

土師器 琢 52 5 灰白色 微細な黒色粒 内 :回転ナデ→ナデ/外 :回転ナデ→調整痕→ナデ

163 土師器 琢 52 5 灰自色 l mm程度の褐色粒 内 :回転ナデ /外 :調整痕一回転ナデ ? 内 :スス 1168/1391

土師器 妬 52 灰自色 微細な黒色粒 内 :回転ナデ /外 :調整痕→回転ナデ 焼成良 517/543/―括

土BT器 琢 52 5 灰自色 l lnnl以下の褐色粒 内 :回転ナデ→ナデ /外 :調整痕→回転ナデ ? 552/―括

166 土師器 琢 5 灰自色 微細な白色粒 内 :回転ナデ→ナデ /外 :調整痕→EOll転ナデ

土師器 鉢 99 62 6 灰白色 微細な灰色粒 内 :回転ナデ /外 :回転ナデ→ナデ 内外 :スス 551/1747/1942

土師器 14N 灰白色 微細な黒色粒 内外 :EOIl転ナデ 内 :スス ―括

169 土師器 ネ 灰白色 微細な褐色 灰色粒 内外 :回転ナデ 内 :スス /摩耗 ―括

170 土師器 不 29 灰白色 l mm程度の褐色粒 内外 :EDI転ナデ 内 :スス ―括

土師器 琢 109 灰自色 微細な褐色・黒色粒 内 :回転ナデ /外 :回転ナデ→調整痕→ナデ 内 :スス 1507

172 土師器 杯 104 58 25 6 灰白色 微細な褐色 黒色粒 内 :一 /外 :回転ナデ→調整痕→ナデ P034出土 /摩耗 386

173 土師器 不 109 32 橙色 l mm程度の褐色粒 内 :回転ナデ→ナデ /外 :回転ナデ ナデ 内 :スス 1350

土師器 不 102 29 灰自色 微細な白色 黒色粒 内 :回転ナデ→ナデ /外 :EOIl転 ナデ 調整痕・ナデ 内 :スス 665

175 土師器 塔 52 28 灰白色 微細な褐色 黒色粒 内 :回転ナデ /外 :調整痕→回転ナデ 406/408

土師器 卦 100 55 26 橙色/灰自色 微細な黒色粒 内 :回転ナデ→ナデ /外 :調整痕 ?→回転ナデ→ナデ El縁部 :スス/胎土色調の混在 413/445

177 土師器 卦 102 38 灰白色 微細な褐色粒 内 :回転ナデ /外 :回転ナデ→調整痕→ナデ 内 :スス 521/724/―拓

土師器 罫 88 52 28 灰白色 微細な白色粒 内 :回転ナデ→ナデ /外 :調整痕→回転ナデ 内 :スス 439/一括

179 土師器 琢 49 27 灰白色 微細な黒色粒 内 :EBIl転ナデ /外 :回転ナデ 狭い調整痕 内 :スス 一括

土師器 杯 28 灰白色 微細な黒色粒 内 :回転ナデ→ナデ /外 :回転ナデ→調整痕→ナデ 内 :スス /焼成良

土師器 14N 灰白色 微細な灰色粒 内 :回転ナデ→ナデ /外 1回転ナデ→調整痕→ナデ 一括

182 土師器 琢 橙色 l mm以下の褐色粒 内 :回転ナデ→ナデ/外 :回 ljAナデ→調整痕→ナデ

183 上師器 メ 橙色 l mm程度の褐色粒 内外 :― 摩耗 978/1370/1392

上師器 琢 灰白色 微細な自色粒 内 :回転ナデ /外 :回 OAナデ 調整痕→ナデ 焼成良 459/451/―括

185 土師器 琢 97 62 6 灰自色 微細な白色粒 内 :回転ナデ→ナデ /外 :調整痕→回転ナデ ? 内外 :スス 2006-7tr

土師器 琢 95 47 34 6 橙色 l mm程度の褐色粒 内 :ECI転ナデ /外 :回転ナデ 狭い調整痕 ナデ 口縁部 :スス 559/720/――括

土師器 琢 6 灰白色 l mm以下の掲色 灰色粒 内 :回転ナデ /外 :回転ナデ 狭い調整痕 一括

土師器 不 58 6 灰白色 微細な自色粒 内 :回転ナデ→ナデ/外 :回転ナデ 調整痕 ?.ナデ 焼成良 554/― 拓

土師器 不 6 灰自色 l mm程度の黒色粒 内 :回転ナデ→ナデ /外 :回転ナデ 狭い調整痕 ? 摩耗

土師器 鉢 6 灰白色 微細な黒色粒 内 :回 Oltナデーナデ /外 :回転ナデ 狭い調整痕

土師器 琢 灰白色 微細な自色粒 内 :回転ナデーナデ /外 ナデ 内外スス 摩耗

192 土師器 円盤高台 142 71 橙色 lR冊程度の褐色・灰色粒 内外 :回転ナデ 462た 75/553/561プ 576

土師器 円盤高台 73 灰白色 黒色 褐色粒多量 内外 :回転ナデ→ナデ 476/511/572/577/― 1諷

土師器 円盤高台 77 灰白色 l mm程度の自色粒 内 :EDIl転ナデ→ナデ /外 :回転ナデ

土師器 円盤高台 灰自色 l mm以下の褐色粒 内外 :回転ナデ 摩耗

上師器 円盤高台 灰白色 微細な白色粒 内 :回転ナデ /外 :回転ナデ→調整痕 ?→ナデ 焼成長

土師器 円盤高台 63 灰自色 砂粒 内 i lBI転ナデ /外 :回転ナデーナデ 摩耗

土師器 円盤高台 灰白色 lm日程度の褐色粒 内外 :回転ナデ 摩耗

199 土師器 円盤高台 68 灰白色 l lnm以下の褐色粒 摩耗 237/― 括

200 土師器 円盤高台 66 灰白色 微細な白色粒 内外 :回転ナデ→ナデ 焼成良 358

土師器 円盤高台 66 灰白色 l mm以下の褐色 A」i 内 :回転ナデ→ナデ /外 :回転ナデ ナ デ 摩耗 /円盤高台 ?

202 土師器 円盤高台 62 灰自色 l mm以下の褐色粒 内 :EDIl転ナデ→ナデ /外 :EDEl転ナデ 摩耗

203 土師器 円盤高台 灰白色 微細な褐色 黒色粒 内外 :回転ナデ 摩耗

204 土師器 門盤高台 52 灰白色 微細な褐色粒 内外 :回転ナデ 焼成長

205 土Bl器 門盤高台 58 灰白色 1限 R以下の黒色粒 内外 :回転ナデ 456/―括

206 土師器 円盤高台 灰自色 微細な白色粒 内 :回転ナデ→ナデ /外 :回転ナデ 摩耗 744

207 土師器 高台付椀 90 灰自色 微細な褐色 白色 黒色粒 内 :回転ナデ→ナデ /外 :回転ナデ 内外 :スス /焼成良 /須恵器 ?

208 土師器 高台付椀 灰自色 微細な灰色粒 内 :回転ナデ→ナデ /外 :回転ナデ 472

209 土師器 高台付椀 83 灰白色 微細な白色粒 内 :EDEl転ナデ→ナデ 布目痕 ?/外 :回転ナデ
210 土師器 高台付椀 灰自色 l mm以下の褐色粒 内外 :回転ナデ
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表7 須恵器・血師器 4

表 8 陶磁器

材質 器種 口径 底径 器高 分類 色調 胎土 整形|1調整 備考 取上番

土師器 高台付椀 80 灰白色 1冊m以下の褐色 黒色粒 内外 :回転ナデ 934/950
212 土師器 高台付椀 灰自色 微細な灰色粒 内 :回転ナデ→ナデ /外 :回転ナデ

213 土師器 高台付椀 灰白色 微細な黒色 白色粒 内外 :回転ナデーナデ 焼成良 820
214 土師器 高台付椀 灰白色 l mm以下の褐色粒 内外 :回転ナデ

215 土師器 高台付椀 灰白色 l nln以下の褐色粒 内 :回転ナデ→ナデ /外 :回転ナデ 外底 :放射状指押え 613/― 括

216 土師器 琢 椀 ? 140 橙色 微細な褐色 灰色粒 内外 :回転ナデ 1945
217 土師器 鉢 椀 ? 128 灰白色 l mm程度の灰色粒 内外 :EDEl転ナデ 摩耗 1476
218 土師器 鉢・椀 ? 116 灰白色 微細な黒色粒 内外 :回転ナデ 283/一 括

219 土師器 卦 椀 ? 112 灰白色 微細な黒色粒 内外 :回転ナデ 476-拓
220 黒色土器 高台付椀 152 60 外 :橙色 微細な自色 褐色粒 内 :ミガキ /外 :回転ナデ 内黒 120/―括
221 黒色土器 高台付椀 外 :灰白饉 微細な白色粒 lA」 :ミガキ/外 :回転ナデ 内黒 ―播

222 黒色土器 高台付椀 外 :灰自色 微細な白色粒 内 :ミ ガキ /外 : 内黒 1394
223 黒色土器 高台付椀 外 :灰白薩 微細な白色粒 内 :ミガキ /外 i調整痕一回転ナデ ? 内黒

224 黒色土器 鉢 68 外 :灰自色 微細な由色 褐色粒やや多 内 :ミ ガキ /外 :回転ナデ 内黒 1380/1382
225 土師器 llll 92 14 灰白色 l mm程度の褐色粒 内外 :EOIl転ナデ

226 土師器 甕 292 灰自色 5mm以 下の黒色 灰色粒多 内 :ケズリ/外 :う すい八ケロ ヨコ 外 :スス

22フ 土師器 甕 238 灰白色 5mm以下の褐色 灰色粒多 内 :ケズリ/外 :う すい八ケロ ヨコ 584/― 括

228 土師器 甕 182 灰白色 2mm程 度の自色粒 内 :ケズリ /外 :う すい八ケ圏 ヨコ 1890
229 土師器 甕 176 橙色 5mm以下の橙色・灰色粒多 内 :八ケロ→ナデ /外 :八ケロ ∃コ ―括

230 土師器 甕 282 B 橙色 5脚以下の褐色 白色 灰色粒多 内 :ケズリ/外 :八ケロ ヨコータテ→ヨコ→タテ 491/492/1472/― 括

231 土師器 甕 270 B 灰白色 5mm以下の灰色粒多 内 :ケズリ /外 :八ケロ ヨコ→タテ
232 土師器 甕 264 B 横色 3mm程 度の灰色・褐色粒 内 :ケズリ/外 :八ケロ ヨコ→タテ
233 土師器 甕 B 灰自色 l mm程度の掲色 由色粒 内 :八ケロ /外 :八ケロ 361/582
234 土師器 甕 B 橙色 5mm以下の自色粒多 内 :ケズリ /外 :八ケロ タテ 464/―括
235 土師器 甕 橙色 2mm程 度の自色粒 内 :ケズリ /外 :格子ロタタキ 394
236 土師器 甕 灰白色 lm日程度の褐色 白色粒 内 :ナデ /外 :格子ロタタキ

237 土師器 甕 橙色 3mm以 下の灰色粒 内 :ケズリ ナデ /外 :格子ロタタキ
238 土師器 甕 259 橙色 5mm程 度の掲色 灰色粒多 内外 :ナデ 摩耗 55/97
239 土師器 甕 264 灰白色 3mm以下の掲色 白色粒多 内外 :ナデ 1531

240 土師器 甕 灰自色 5mm程 度の灰色粒多量 内 :ケズリ /外 :ナデ

241 土師器 甕 灰自色 3mm以下の褐色 灰色粒多 内 :ケズリ/外 ナデ
242 土師器 甕 灰白色 砂粒 .微細な掲色粒 内外 :ナデ

243 土師器 甕 灰白色 l mm以下の褐色粒 内外 :ナデ

244 土師器 甕 灰自色 5mm以下の灰色粒多 内 :ケズリ/外 ナデ 429/――括

245 土師器 甕 灰白色 2mm以下の褐色・灰色粒 内 :ケズリ/外 方 デ 外 :スス ―括

246 土師器 甕 灰自色 3mm以 下の褐色・灰色粒多 内 :ケズリ /外 :ナデ ? 外 :スス 1848
24フ 土師器 甕 268 E 灰自色 51nm以下の褐色粒多 内 :ケズリ/外 :ミガキ 外 :スス 2338123124-拓
248 上師器 鉢 182 灰自色 微細な灰色粒 内外 :回転ナデ

249 土師器 ネ 138 92 灰自色 2mm以下の褐色 灰色粒多 内外 :ナデ 底部穿孔/炎に被せて使用 ? 862
250 土師器 壷 ? 110 灰白色 褐色 .黒色粒 摩耗

251 土師器 壺 ? 灰自色 2mm以下の褐色 灰色粒多 内 :回転ナデ /外 :回転ナデ→ナデ
252 土師器 鉢 66 30 灰白色 微細な黒色粒 内外 :工具による整形 内 :スス 1816
253 製塩土器 橙色 5mm以下の灰色粒多 内 :布目 /外 :ナデ 一播

254 製塩土器 橙色 5mm以下の褐色粒多 内 :布目 /外 :ナデ 布目の広狭 成型時の歪み ? 567
255 製塩土器 橙色 5mm以 下の灰色粒多 内 :布目 /外 :ナデ ―括

256 製塩上器 橙 色 5mm以 下の褐色粒多 内 :布圏 /外 :ナデ ―括

257 製塩土器 橙色 2mm程度の褐色粒 内 :布目 /外 :ナデ 一括

258 紡錘車 橙色 l mm以下の褐色・白色粒 径 66釧 /厚 13酬 琢底部転用

259 土錘 管状 灰白色 微細な褐色粒 長軸 4 9cm/最大径 1 lom 1946
263 須恵器 灰白色 微細な灰色粒 内 :回転ナデ→一部ナデ /外 :回転ナデ・ケズリ 外 :墨書「細」 504/609/1854
264 須恵器 ネ 120 灰自色 1脚以下の灰色 白色粒やや多 内外 :回転ナデ 外底 :墨書「家○」 1860/2075
265 須恵器 坪 114 フ フ 41 灰色 微細な白色粒 内外 :回転ナデ 外底 :墨書 1844
266 須恵器 琢 灰白色 微細な自色 灰色粒 内 :回転ナデ /外 :回転ナデ・ケズリ 外 :墨書 116116/153
267 須恵器 琢 110 66 57 灰色 微細な由色粒やや多 内外 :回転ナデ 外底 :墨書 686/715
268 須恵器 高台付椀 灰白色 微細な自色粒 内 :剥落 /外 :EOll転ナデ 外底 :墨書「夫?」
269 須恵器 高台付椀 164 114 62 褐色 l mm以下の黒色 由色粒 内外 :回転ナデ 外底 :墨書「丼」 477/545/599/723

270 土師器 琢 122 37 灰白色 微細な黒色粒 内 :回転ナデ /外 :回転ナデ→回転ヘラケズリ 外底 :墨書「浄○」 4フ8/487
271 土師器 鉢 134 41 灰自色 微細な灰色粒 内 :回転ナデ→ナデ/外 :調整痕→回転ナデ→回転ヘラケズリ 外底 :墨書

272 土師器 坪 118 橙色 l mm程度の褐色粒 内外 :回転ナデ 外底 :墨書 1843/2023/――括
273 土師器 沐 72 灰白色 微細な黒色粒 内外 i回転ナデ→ナデ 外底 :墨書「土?J l156
274 土師器 塔 灰由色 微細な自色粒 内 :回転ナデ /外 :調整痕 ?→回転ナデ 内底 :刻書「寺」(ヘラ書) ―播
275 土師器 琢 灰白色 微細な掲色 灰色粒 内 :回転ナデ /外 :調整痕 ?→回p.Nナデ→ ナデ 内底 :刻書「丼 ?」 (線亥じ) 570
276 土師器 外 橙色 微細な褐色粒 内 :回転ナデ→ナデ/外 :回転ナデ→調整痕→ナデ 外 :墨書 871

277 土師器 37k 138 62 灰自色 微細な褐色 灰色粒 内外 :回転ナデ 内底 :刻書「丼」(線刻)/焼成良 フ18/719
278 土師器 ネ 58 灰自色 微細な褐色粒 内 :回転ナデ→ナデ /外 :調整痕→回転ナデ→ナデ 外 :墨書 2006-7tr
279 土師器 跡 55 灰白色 1柵程度の褐色 白色粒 内 :回転ナデ→ナデ /外 :回転ナデ ナデ 外底 :墨書「土J

280 土師器 ネ 灰自色 l lnnl以下の褐色粒 内外 :回転ナデ→ナデ 外 :墨書 1140
土師器 不 ? 灰白色 微細な褐色粒 内外 :回転ナデ 外 :墨書 482

282 土師器 ネ ? 灰白色 微細な褐色粒 内外 :EEIl転ナデ 外 :墨書 ―括

283 土師器 琢 ? 灰自色 微細な褐色粒 内外 :回転ナデ 外 :墨書 ―括

284 黒色上器 坪 ? 外 :灰自色 微細な白色粒 内 :ミ ガキ /外 :回転ナデ 内黒 /外 :墨書 一括

285 土師器 ネ 62 灰白色 微細な白色粒 内 :回転ナデ→ナデ /外 :回転ナデ→ナデ ? 外底 :墨書「土J
286 黒色土器 高台付椀 外 :橙色 微細な白色粒 内 :ミ ガキ /外 :回転ナデ 内黒 /外 :墨書

単位

単位 :cm

材質 器種 Ell径 底径 器高 色調 胎土 整形■調整 備考 取嬌 号
260 白磁 椀 156 灰白色 微細な褐色粒 玉縁口縁 /釉は厚め、気泡有 椀Ⅳ類

自磁 椀 78 灰白色 微細な褐色粒 外 :回転ヘラケズリ/体部下端～高台無釉/高台削り浅 椀Ⅳ-la類 ? 1368

262 青磁 壼 ? 淡緑色 こく微細な黒色粒 一播

263 染付 瓶 ? 102 自色 白色 .精緻 外 :染付 X― SD01出土/酒瓶?

264 陶器 椀 内 :淡緑色 /外 :茶褐色 微網な褐色粒 内 :見込蛇の目釉剥ぎ /外 :体部下～高台無釉 薩摩

265 陶器 鉢 ? 茶褐色 l mm程度の掲色 自色粒多 内 :縦方向の櫛目 薩摩 2171
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1.は じめに

植物珪酸体は、植物の細胞内に珪酸 (Si0 2)が蓄積したもので、植物が枯れたあともガラス質の微

化石 (プラント・オパール)と なって土壌中に半永久的に残っている。植物珪酸体分析は、この微化石

を遺跡土壌などから検出して同定 。定量する方法であり、イネをはじめとするイネ科栽培植物の同定お

よび古植生 。古環境の推定などに応用されている (杉山,2000)。 また、イネの消長を検討することで

埋蔵水田跡の検証や探査も可能である (藤原 。杉山,1984)。

2.試料
分析試料は、第 1調査区南の上層2008-⑪ A地′点とB地′戦から採取された計14点である。試料採取箇

所を分析結果の模式柱状図に示す。

3.分析法
植物珪酸体の抽出と定量は、ガラスビーズ法 (藤原,1976)を用いて、次の手順で行った。

1)試料を105℃ で24時間乾燥 (絶乾)
2)試料約 lgに対し直径約40μ mの ガラスビーズを約0.02g添加 (0.lmgの 精度で秤量)
3)電気炉灰化法 (550℃ 。6時間)に よる脱有機物処理
4)超音波水中照射 (300W。 42KHz。 10分問)に よる分散
5)沈底法による20μ m以下の微粒子除去
6)封入剤 (オ イキット)中に分散してプレパラート作成
7)検鏡 。計数
同定は、400倍の偏光顕微鏡下で、おもにイネ科植物の機動細胞に由来する植物珪酸体を対象として

行った。計数は、ガラスビーズ個数が400以上になるまで行った。これはほぼプレパラート1枚分の精

査に相当する。試料 lgあ たりのガラスビーズ個数に、計数された植物珪酸体とガラスビーズ個数の比

率をかけて、試料 lg中の植物珪酸体個数を求めた。

また、おもな分類群についてはこの値に試料の仮比重 (1.0と仮定)と各植物の換算係数 (機動細胞

珪酸体 1個あたりの植物体乾重、単位 :10-5g)を かけて、単位面積で層厚 lcmあたりの植物体生産
量を算出した。これにより、各植物の繁茂状況や植物間の占有割合などを具体的にとらえることができ

る (杉山,2000)。 タケ亜科については、植物体生産量の推定値から各分類群の比率を求めた。

4.分析結果
検出された植物珪酸体の分類群は以下のとおりである。これらの分類群について定量を行い、その結

果を表 9お よび図38に示した。主要な分類群について顕微鏡写真 (図版 1)を示す。

〔イネ科〕イネ、イネ (穎の表皮細胞由来)、 ムギ類 (穎の表皮細胞)、 キビ族型、ヨシ属、ススキ属型

(お もにススキ属)、 ウシクサ族A(チ ガヤ属など)
〔イネ科―タケ亜科〕 メダケ節型 (メ ダケ属メダケ節・リュウキユウチク節、ヤダケ属)、 ネザサ節型

(お もにメダケ属ネザサ節)、 チマキザサ節型 (ササ属チマキザサ節・チシマザサ節など)、 ミヤコザサ

節型 (ササ属ミヤコザサ節など)、 マダケ属型 (マダケ属、ホウライチク属)、 未分類等

〔イネ科一その他〕 表皮毛起源、棒状珪酸体 (お もに結合組織細胞由来)、 茎部起源、未分類等

〔樹木〕 ブナ科 (ア カガシ亜属)、 クスノキ科、マンサク科 (イ スノキ属)、 アワブキ科、多角形板状 (ブ

ナ科コナラ属など)、 その他

5.考察
(1)稲作跡の検討
水田跡 (稲作跡)の検証や探査を行う場合、一般にイネの植物珪酸体 (プラント・オパール)が試料

lgあたり5,000イ国以上と高い密度で検出された場合に、そこで稲作が行われていた可能性が高いと判断

している (杉山,2000)。 なお、密度が3,000イ固/g程度でも水田遺構が検出される事例があることから、
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ここでは判断の基準を3,000個 /gと して検討を行った。

1)土層2008-⑪ oA地点 I層 (試料 1)、 Ⅲ層 (試料 2)、 Ⅳ層 (試料 3)、 Ⅵ層 (試料 4)、 イ3層 (試
料 5)について分析を行った。その結果、これらのすべての試料からイネが検出された。このうち、現

表上のI層 (試料 1)では密度が9,700個 /gと 高い値であり、Ⅳ層 (試料 3)で も3,500個 /gと 比較的高
い値である。したがって、これらの各層では稲作が行われていた可能性が高いと考えられる。

Ⅲ層 (試料 2)と Ⅵ層 (試料 4)では、密度が2,900個 /gお よび2,700イ固/gと 比較的低い値である。また、

旧河道底部のイ3層 (試料 5)では700イ固/gと低い値である。イネの密度が低い原因としては、稲作が
行われていた期間が短かったこと、土層の堆積速度が速かったこと、採取地点が畦畔など耕作面以外で

あったこと、および上層や他所からの混入などが考えられる。

2)土層2008-⑪ oB地点 Ⅵb層 (試料 1)か らIXc層 (試料 9)ま での層準について分析を行った。
その結果、下位のⅨc層 (試料 9)を 除く各層からイネが検出された。このうち、Ⅵb層 (試料2)では

密度が6,600イ固/gと 高い値であり、桜島文明軽石 (1471年)直下のⅨ層 (試料 3、 5)と その下位のⅨa

層 (試料6)で も3,600～ 4,400個 /gと比較的高い値である。したがって、これらの各層では稲作が行わ
れていた可能性が高いと考えられる。

杭列が検出されたⅨb層 (試料 8)では、密度が700個 /gと低い値である。イネの密度が低い原因と
しては、前述のようなことが考えられる。

(2)イ ネ科栽培植物の検討

植物珪酸体分析で同定される分類群のうち栽培植物が含まれるものには、イネ以外にもムギ類、ヒエ

属型 (ヒ エが含まれる)、 エノコログサ属型 (ア ワが含まれる)、 キビ属型 (キ ビが含まれる)、 ジュズ

ダマ属 (ハ トムギが含まれる)、 オヒシバ属 (シ ヨクビエが含まれる)、 モロコシ属型、 トウモロコシ属
型などがある。このうち、本遺跡の試料からはムギ類が検出された。

ムギ類 (穎の表皮細胞)は、土層2008-〇 ・A地点のⅥ層 (試料 4)と イ3層 (試料 5)、 および土

層2008-⑪・B地点のⅥb層 (試料 1、 2)から検出された。密度は700～ 1,200個 /gと低い値であるが、
穎 (籾殻)が栽培地に残される確率は低いことから、少量が検出された場合でもかなり過大に評価する

必要がある。したがって、これらの層準の時期に調査地点もしくはその近辺でムギ類が栽培されていた

可能性が考えられる。

(3)植物珪酸体分析から推定される植生と環境
1)植物珪酸体の検出状況 下位のⅨc層からⅨ層にかけては、上記以外の分類群ではネザサ節型が多
量に検出され、メダケ節型も比較的多く検出された。また、ヨシ属、ススキ属型、ウシクサ族A、 ミヤ

コザサ節型なども認められた。Ⅵb層でもおおむね同様の結果であるが、樹木のクスノキ科、マンサク

科 (イ スノキ属)な どが出現している。樹木は一般に植物珪酸体の生産量が低いことから、少量が検出

された場合でもかなり過大に評価する必要がある (杉山,1999)。 なお、すべての樹種で植物珪酸体が

形成されるわけではなく、落葉樹では形成されないものも多い (近藤・佐瀬,1986)。 1日河道底部のイ

3層では、ネザサ節型が極めて多量に検出され、メダケ節型も比較的多く検出された。また、ヨシ属、

ススキ属型なども認められた。Ⅵ層からI層 にかけては、メダケ節型やネザサ節型が比較的多く検出さ

れ、ヨシ属、ススキ属型、ウシクサ族A、 マダケ属型、および樹木のマンサク科 (イ スノキ属)な ども

認められた。

おもな分類群の推定生産量によると、下位のⅨc層からⅥb層 にかけては、おおむねネザサ節型が優勢

であり、メダケ節型も比較的多くなっている。また、下位のⅨc層からⅨa層 にかけてはヨシ属も多くなっ

ている。Ⅵ層より上位では、おおむねイネが優勢であり、メダケ節型やネザサ節型も比較的多くなって

いる。

2)植生と環境の推定 下位のⅨc層からⅥb層 にかけては、おおむねヨシ属などが生育する湿地的な環
境であったと考えられ、そこを利用してIXa層 もしくはⅨb層 の時期に水田稲作が開始されたと推定さ

れる。また、周辺の比較的乾燥したところにはメダケ属 (メ ダケ節やネザサ節)を主体としてススキ属

なども生育するイネ科植生が分布していたと考えられ、Ⅵb層 の時期には遺跡周辺にクスノキ科やイス

ノキ属などの照葉樹林が分布していたと推定される。
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旧河道底部のイ 3層の堆積当時は、メダケ属 (メ ダケ節やネザサ節)が繁茂するような状況であった

と考えられ、ヨシ属などが生育する湿地的なところも見られたと推定される。また、旧河道の周辺では

稲作およびムギ類の栽培が行われており、そこから何 らかの形でこれらの植物珪酸体が混入 したと考え

られる。

Ⅵ層より上位の各層では、おもに稲作が行われており、周辺の比較的乾燥 したところにはメダケ属 (メ

ダケ節やネザサ節 )、 マダケ属、ススキ属などが生育 していたと考えられる。マダケ属にはマダケやモ

ウソウチクなど有用なものが多 く、建築材や生活用具、食用などとしての利用価値が高い。また、遺跡

周辺にはアカガシ亜属やイスノキ属などの照葉樹林が分布 していたと推定される。

6。 まとめ

植物珪酸体 (プラント。オパール)分析の結果、 I層 (現表土 )、 Ⅳ層、Ⅵb層、Ⅸ層 (桜島文明軽石

直下 )、 Ⅸa層の各層では、イネが多量に検出され、稲作が行われていた可能性が高いと判断された。ま

た、杭列が検出されたⅨb層 などでも、稲作が行われていた可能性が認められた。さらに、 VI層 やⅥb

層ではムギ類が栽培されていた可能性も認められた。

本遺跡周辺は、稲作が開始される以前はヨシ属などが生育する湿地的な環境であったと考えられ、Ⅸa

層もしくはⅨb層 の時期にそこを利用 して水田稲作が開始されたと推定される。
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表 9 中尾下遺跡における植物畦酸体分析結翔
出 密

地 点 ・ 試 料       2008
分類群

イネ科

イネ

Ctamineae
Oryza sativa

イネ籾殻 (頴の表皮莉Ц胞)  の 例 "加 (husk Phytohth)
ムギ類 (穎の表皮細胞)   1■ orde″摯η■た

"ヮ
,(husk Phytolth)

キビ族型
ヨシ属
ススキ属型

ウシクサ族A

Paniceae type

A4iscanthus type

タケ亜科

メダケ節型

ネザサ節型

チマ キザサ節型

ミヤ コザサ節型

マダケ属型

Bambusoideae

Pleioblast u s sect. Nipponocalamus

Pleioblastus sect. Nezasa

.'asa sect. Sasa etc.

.9asa sect. Crassinodi

Phyllostachys

Others
その他のイネ科

表皮毛起源

棒状珪酸体

茎部起源

Others
FIusk hair origin
Rod-shaped

Stem origin

Others未 分 類 等

樹木起源

ブナ牟|(ア カガ シ亜属 )

クスノキ科

マ ンサ ク科 (イ ス ノキ属 )

ア フブキ科

多角形板状 (コ ナ ラ属な ど)

その他

Arboreal
Orerrus subgen. Cyclobalanopsis

Lauraceae

Dist14iun

Sabiaceae

Polygonal plate shaped ( Querrus etc.)
Others

(海綿骨針 )

植物■■酸

定 して

イネ
ヨシ属
ススキ属型

メダケ節型

ネザサ節型

チマキザサ節型

ミヤコザサ節型

Otl'zu 'totrru
Phragmites

A4iscanthus type
Pleio b last u s sect. Nipponocalamus

Pleioblastus sect. Nezasa

.'asa sect. Sasa etc.
Sasa sect. Crassinodi

ミヤコザサ
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メダケ節型

ネザサ節型

チマキザサ節型

Pleio b last u s sect. Nipponocalamus

Pleioblast us sect, Nezasa
.9asa sect. Sasa etc.

.9asa sect. Crassinodi
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1申震零違跡1こ機雛喬暉物撃酸体|(プ鬱ン5■....プ |ヽ■ル〉1翁響ilキ |‐||■■||||■■|■|

1.は じめに

植物珪酸体は、植物の細胞内に珪酸 (Si02)が蓄積したもので、植物が枯れたあともガラス質の微化

石 (プラント・オパール)と なって土壌中に半永久的に残っている。植物珪酸体分析は、この微化石を

遺跡土壌などから検出して同定・定量する方法であり、イネをはじめとするイネ科栽培植物の同定およ

び古植生 。古環境の推定などに応用されている (杉山,2000)。 また、イネの消長を検討することで埋

蔵水田跡の検証や探査も可能である (藤原・杉山,1984)。

2.試料
分析試料は、Ⅵ―SW01の土層断面から採取された5点、水田検出面から採取された3点、および
土層2008-③から採取された 6′点の計14′点である。試料採取箇所を分析結果図に示す。なお、層名は各

地点において層相の変化ごとに付けられた番号であり、地点間の対応関係を示すものではない。

3.分析法
植物珪酸体の抽出と定量は、ガラスビーズ法 (藤原,1976)を用いて、次の手順で行った。

1)試料を105℃ で24時間乾燥 (絶乾)
2)試料約 lgに対し直径約40μ mの ガラスビーズを約0.02g添加 (0.lmgの 精度で秤量)
3)電気炉灰化法 (550℃ 。6時間)に よる脱有機物処理
4)超音波水中照射 (300W・ 42KHz。 10分間)に よる分散
5)沈底法による20μ m以下の微粒子除去
6)封入剤 (オ イキット)中 に分散してプレパラート作成
7)検鏡・計数
同定は、400倍の偏光顕微鏡下で、おもにイネ科植物の機動細胞に出来する植物珪酸体を対象として

行った。計数は、ガラスビーズ個数が400以上になるまで行った。これはほぼプレパラート1枚分の精

査に相当する。試料 lgあたりのガラスビーズ個数に、計数された植物珪酸体とガラスビーズ個数の比

率をかけて、試料 lg中 の植物珪酸体個数を求めた。

また、おもな分類群についてはこの値に試料の仮比重 (1.0と 仮定)と各植物の換算係数 (機動細胞

珪酸体 1個あたりの植物体乾重、単位 :10~5g)を かけて、単位面積で層厚 lcmあたりの植物体生産量

を算出した。これにより、各植物の繁茂状況や植物間の占有割合などを具体的にとらえることができる

(杉山,2000)。 タケ亜科については、植物体生産量の推定値から各分類群の比率を求めた。

4.分析結果
検出された植物珪酸体の分類群は以下のとおりである。これらの分類群について定量を行い、その結

果を表10お よび図39に示した。主要な分類群について顕微鏡写真 (図版 2)を示す。

〔イネ科〕 イネ、イネ (穎の表皮細胞出来)、 ムギ類 (穎の表皮細胞)、 キビ族型、ヨシ属、ススキ属型

(お もにススキ属)、 ウシクサ族A(チ ガヤ属など)、 ウシクサ族B(大型)
〔イネ科―タケ亜科〕 メダケ節型 (メ ダケ属メダケ節・リュウキュウチク節、ヤダケ属)、 ネザサ節型 (お

もにメダケ属ネザサ節)、 チマキザサ節型 (ササ属チマキザサ節・チシマザサ節など)、 ミヤコザサ節型

(ササ属ミヤコザサ節など)、 マダケ属型 (マダケ属、ホウライチク属)、 未分類等

〔イネ科一その他〕 表皮毛起源、棒状珪酸体 (お もに結合組織細胞由来)、 茎部起源、未分類等

〔樹木〕 ブナ科 (ア カガシ亜属)、 クスノキ科、マンサク科 (イ スノキ属)、 その他

5。 考察

(1)稲作跡の検討  水田跡 (稲作跡)の検証や探査を行う場合、一般にイネの植物珪酸体 (プラン
ト・オパール)が試料 lgあ たり5,000個 以上と高い密度で検出された場合に、そこで稲作が行われて

いた可能性が高いと判断している (杉山,2000)。 なお、密度が 3,000個 /g程度でも水田遺構が検出さ

れる事例があることから、ここでは判断の基準を3,000個 /gと して検討を行った。

1)VI一 SW01の土層断面 4層 (試料 1)か らⅥ層 (試料5)ま での層準について分析を行った。その結果、

すべての試料からイネが検出された。このうち、Ⅵ層 (試料 4、 5)では密度が5,100～ 6,200イ固/gと 高
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い値であり、Ⅵc層 (試料 2、 3)で も3,500～4,600個 /gと 比較的高い値である。したがって、これらの

層では稲作が行われていた可能性が高いと考えられる。

洪水砂層の4層 (試料 1)で は、密度が700イ固/gと低い値である。イネの密度が低い原因としては、

①稲作が行われていた期間が短かったこと、②土層の堆積速度が速かったこと、③洪水などによつて耕

作土が流出・流入したこと、④採取地点が畦畔など耕作面以外であったこと、⑤稲藁が耕作地以外に持

ち出されていたこと、⑥上層や他所からの混入などが考えられるが、同層は洪水砂層であることから、

③および⑥の要因が大きいと考えられる。

2)Ⅵ 一SW01の 水田検出面 水田検出面から採取された試料 6～試料 8について分析を行った。そ
の結果、すべての試料からイネが検出された。密度は2,900～ 3,800イ固/gと 比較的高い値である。したがっ

て、同検出面では稲作が行われていた可能性が高いと考えられる。

3)土層2008-③ Ⅳ層 (試料 1)からVIl層 (試料 6)ま での層準について分析を行った。その結果、
すべての試料からイネが検出された。このうち、水田検出面のⅥ層 (試料4)では密度が10,100個 /gと

かなり高い値であり、上位のⅣ層 (試料 1)で も7,400個 /gと高い値である。また、下位のⅦ層 (試料6)

でも3,600個 /gと 比較的高い値である。したがつて、これらの層準では稲作が行われていた可能性が高

いと考えられる。

洪水砂層のIVb層 (試料 2)と イ 1層 (試料 3)では、密度が800～ 1,500個 /gと 低い値である。イネ

の密度が低い原因としては、前述のようなことが考えられる。

(2)イ ネ苗の植物珪酸体について

近世とされるⅥ一SW01の水田検出面 (Ⅵ c層)お よび土層2008-③の同層準 (Ⅵ層)で検出され
たイネの植物珪酸体には、縦長が30μ m前後と明らかに小型で、形状が未熟なものや縦長に対する側長

の比率が大きいものが認められた (図版 2)。 これは生育段階初期 (苗の段階)のイネに特有のもので

ある (杉山,1998,能登ほか,1999)。 通常の水田土壌では、検出されるイネの植物珪酸体のほとんど

が生育中後期 (分げつ開始期以降)の ものであり、イネ苗に由来するものの検出率は数%未満とわずか

であるが、Ⅵ一SW01の水田検出面 (Ⅵ c層)では18～43%、 土層2008-③の水田検出面 (Ⅵ層)で
は20%と 比較的高い値である。

これらのことから、近世とされる水田検出面にはイネ苗が生育していた可能性が高いと考えられ、水

日が洪水砂層によって埋没された季節は、田植え直後の初夏と推定される。

(3)イ ネ科栽培植物の検討

植物珪酸体分析で同定される分類群のうち栽培植物が含まれるものには、イネ以外にもムギ類、ヒエ

属型 (ヒエが含まれる)、 エノコログサ属型 (ア ワが含まれる)、 キビ属型 (キ ビが含まれる)、 ジュズ

ダマ属 (ハ トムギが含まれる)、 オヒシバ属 (シ ヨクビエが含まれる)、 モロコシ属型、 トウモロコシ属
型などがある。このうち、本遺跡の試料からはムギ類が検出された。

ムギ類 (穎の表皮細胞)は、Ⅵ―SW01土層断面のⅥ層 (試料 5)お よび土層2008-③のⅣ層 (試料 1)
とⅥ層 (試料4)か ら検出された。密度は700～ 1,300個 /gと低い値であるが、穎 (籾殻)が栽培地に残

される確率は低いことから、少量が検出された場合でもかなり過大に評価する必要がある。したがつて、

これらの層準の時期に調査地点もしくはその近辺でムギ類が栽培されていた可能性が考えられる。

イネ科栽培植物の中には未検討のものもあるため、キビ族型などその他の分類群の中にも栽培種に由

来するものが含まれている可能性が考えられる。これらの分類群の給源植物の究明については今後の課

題としたい。なお、植物珪酸体分析で同定される分類群は主にイネ科植物に限定されるため、根菜類な

どの畑作物は分析の対象外となっている。

(4)植物珪酸体分析から推定される植生と環境

上記以外の分類群の検出状況と、そこから推定される植生・環境について検討を行った。近世とされ

る水田層およびその下層では、ネザサ節型、メダケ節型が比較的多く検出され、ヨシ属、ススキ属型、

ウシクサ族A、 マダケ属型なども認められた。また、クスノキ科、マンサク科 (イ スノキ属)な どの樹

木 (照葉樹)も検出された。おもな分類群の推定生産量によると、ネザサ節型やメダケ節型が優勢であ

り、ヨシ属も多くなっている。
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以上の結果から、近世とされる水田層およびその下層の堆積当時は、おおむねヨシ属などが生育する

湿地的な環境であったと考えられ、そこを利用 して水田稲作が行われていたと推定される。また、周辺

の比較的乾燥 したところにはメダケ属 (メ ダケ節やネザサ節 )、 マダケ属などの竹笹類をはじめ、スス

キ属やチガヤ属などの草本類 も生育していたと考えられ、遺跡周辺にはクスノキ科やイスノキ属などの

樹木 (照葉樹)が分布 していたと推定される。マダケ属にはマダケやモウソウチクなど有用なものが多
く、建築材や生活用具、食用などとしての利用価値が高い。

6。 まとめ

植物珪酸体 (プラント・オパール)分析の結果、近世とされる水田遺構が検出された層準では、イネが

多量に検出され、同遺構で稲作が行われていたことが分析的に検証された。また、その下層でもイネが

多量に検出され、稲作が行われていた可能性が高いと判断された。これらの層準では、部分的にムギ類 (穎

の表皮細胞)が検出され、調査地点もしくはその周辺でムギ類が栽培されていた可能性も認められた。
近世とされる水田検出面では、生育段階初期 (苗の段階)のイネに出来する植物珪酸体の検出率が18
～43%と 比較的高いことから、イネ苗が生育 していた可能性が高いと考えられ、水田が洪水砂層によっ

て埋没 した季節は、田植え直後の初夏と推定される。

近世 とされる水田層およびその下層の堆積当時は、おおむねヨシ属などが生育する湿地的な環境で

あったと考えられ、そこを利用して水田稲作が行われていたと推定される。また、周辺の比較的乾燥 し

たところにはメダケ属 (メ ダケ節やネザサ節 )、 マダケ属などの竹笹類をはじめ、ススキ属やチガヤ属

などの草本類 も生育 していたと考えられ、遺跡周辺にはクスノキ科やイスノキ属などの樹木 (照葉樹 )

が分布 していたと推定される。
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1申震下濤雛11凝欝け郎鸞澤翁舞|■■|■■||■■|||||■|■■|■■■|■■|||■■|■■|

1.は じめに

珪藻は、珪酸質の被殻を有する単細胞植物であり、海水域や淡水域などの水域をはじめ、湿つた土壌、

岩石、コケの表面にまで生息している。珪藻の各分類群は、塩分濃度、酸性度、流水性などの環境要因

に応じて、それぞれ特定の生遭、場所を持っている。珪藻化石群集の組成は、当時の堆積環境を反映して

おり、水域を主とする古環境復原の指標として利用されている。

2.試料
分析試料は、杭列が検出された土層2008-⑪ C地点のIXb層およびⅨa層から採取された計 2点であ

る。試料採取箇所を分析結果の模式柱状図に示す。

3.方法
珪藻の抽出と同定は、以下の手順で行った。

1)試料から l cm3を不平量
2)10%過酸化水素水を加え、加温反応させながら1晩放置
3)上澄みを捨て、細粒のコロイドと薬品を水洗 (5～ 6回 )
4)残澄をマイクロピペットでカバーグラスに滴下して乾燥
5)マウントメデイアによって封入し、プレパラート作成
6)検鏡 。計数
検鏡は、生物顕微鏡によって600～ 1500倍 で行った。計数は珪藻被殻が100個体以上になるまで行い、

少ない試料についてはプレパラート全面について精査を行った。

4.結果
(1)分類群
出現した珪藻は、貧―中塩性種 (淡 一汽水生種)1分類群、貧塩性種 (淡水生種)79分類群である。
分析結果を表11に示し、珪藻総数を基数とする百分率を算定したダイアグラムを図40に示す。珪藻ダイ

アグラムにおける珪藻の生態性についてはLowc(1974)や 渡辺 (2005)、 陸生珪藻については小杉 (1986)、

環境指標種群の海水生種から汽水生種については小杉 (1988)、 淡水生種については安藤 (1990)の記

載を参照した。以下にダイアグラムで表記した主要な分類群を記し、主要な分類群について顕微鏡写真

(図版 3)を示す。

〔貧塩性種〕 ∠σみηαη
`乃

θs αな夕α、Иθ力ηα4′みω ル″σθοわた、И7ηみθ″α /7704′α″α、/4ο777θθO″θな わ″αε々ガルα、

Иν′セ7εοsθブrα α″b``ζνα、 Cα′ο″θな ゎノα′′ηα、 Cοσσθηθな′′を7σθη′ν′α、 Cοσσοηθ′s spp.、 (5)レ 777bθ〃α αω ttjο ,q)4s、
Cン

“
みθ〃α
“
′″ν′α、 Cン

“
bθ″α S'′θsiασα、 Cン

“
わθ〃α Spp.、 Cン

“
みθ〃α ′ν

“
潮α、 Cン

“
わθ〃α ′ν姿夢グν′α、 Eν″ο′′α

spp.、  F″αgj′αr′α εα′ιrε′ηα、 F″αg′′α″′α σο″s′ rz′θ77S、  GO″′乃ο4θ 777α  ′α″νν′ク777、 Hα77′ ZSσ乃′α α″′力′ο″ツs、

ハリソた夕′α θな′″θ″Sお、 ハリソ′σνわ gα′′たα v.′αθνおs′ /77α、 ハ砂νたν′α 力α777bθ 7=′′、 此́γソた
"ル
 ′αθνおs′ 777α、Abソ jσ多′肋

777ν′たα、 ハリソ′εν′αノ多ψz′′α、ハしνjεγ′α spp.、 ハワ″sθ乃′α′″νS′タル777、 ハ「′
`zsc乃

′α ρα′θα、P,4ην′α7aiα  777′ C“ S′αν
“
η、

Fり77″多′′αr′α sp.1、  P′η77γ′α″′α spp.、  Rみ q′α′οグ′α gjbbθ″夕′α、 Sr6rν 71ο″θお s/7Z′ r/2ガ

(2)珪藻群集の特徴
下位のⅨb層 (試料 2)では、貧塩性種 (淡水生種)で真 。好流水性種が約40%を 占め、陸生珪藻、
流水不定性種も比較的多い。真 。好流水性種では好流水性種のσο777P力 0″θ

“
α′α″νν腸

“
が優占し、沼沢湿

地付着生環境指標種群の力リソjεν′α θな′4θ′Sお、中～下流性河川環境指標種群のИσ力″α″励θs′α4σθο7α″など
が伴なわれる。陸生珪藻では入リソたγ′α ttrrたαを主に、」吻νたノα gα〃′εα v.わθソおsj“α、の′ο′θお りα′jηα、

肋 ηrzslc力′α α777Pみかグなどが出現する。また、好止水性種のP′η″ν′α″jα ″?′ε
“
s′αγЮ″や、流水不定性種の

胸η″γ滋″′α spp.、 のノ777わθ′7rr s′′θs,α cα、ハリ1ノ′σタル 乃αr77わθ暉″、ハリソたzr7α ttθソおs,777α、入いたν′α′ιタタルなどが低

率に出現する。

Ⅸa層 (試料 1)では、流水不定性種の占める割合が高くなり、流水不定性種ではの
“
わθ′′α S′魅′ασα

が高率に出現する。真 。好流水性種では中～下流性河川環境指標種群のの
“
わθ′′α
“
′″ν′α、の

“
わθ肋

′″昭滋′′αが増加し、下位で優占した好流水性種のGο
“
Pみθ″θ″α′α″νν′γ″は減少している。陸生珪藻では
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Mν′ενル gα″たαv.わθソおsir77αが増カロし、ハリソたν′α7777′′σα、 Cα′ο″θお′フα′′″α、二麟″′zsc力′α α777P力′0リィは浙セ少

している。

5。 珪藻分析から推定される堆積環境

杭列が検出されたⅨb層およびⅨa層の堆積当時は、流水の影響のある沼沢湿地、不安定な水域、湿・iF・l

な陸域など、多様な環境が共存もしくは繰り返されていたと考えられ、水田域もしくはその周辺の環境

が反映されていると推定される。
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2008-(DoC

貧塩性種 (淡水生種 )

Иc力 4α4r77θs αな夕α
Иε力4αηr/7`∫ ′α4εθθル″
∠釣り力θ「じ εq,タル協
Иリ カθ
“
773θ

“
た4α

И″ψ力θ″α spp.
И4θ″7θθθれθお bηθりSj“
Иγ′αθθsθ j″α α777bな夕α
Иγ′αθθsθ Jrα  spp.
И3ι′αθθsθ′″α ソα′:″α
働′θ4θおりα7jttα
Cα′θ4θお s〃 jθ夕励
Cα′θ″θお spp.
Cθ cθθ4θな′′αεθん

`"滋COθθθ77ιjS Spp.

0″ Zbθtt α″η乃′θッs

の 777bθ′励 ″7′″γ″

の
“
bθι物
“
ανたノ歩剛お

(:1,ノ 777bθιル S〃
“

jαεα

の 777b`Jル Spp.

の
“
bθι滋 ′夕″2,あ

の
“
bθ7Fa′γttJあ′α

Dripわ″θなθ〃″′
jεα

DrilJJθ″θな spp.
E夕″θ″jα 77t′4θ″
E夕ηθ′′α 4ノ J17αη刀Jα 4α
E夕

“
θ′jα spp.

Fragj76J″′αら″θνお″jα放
FI・ag,7α″jα 6響 lfε j71α

Fragj7rrr′α εθ
“
s″夕θ
“
s

FragjttrJα  cθ

“
s″夕θ″s v.ソθηたr

F7・ag:肋″jα ′
jη 4α娩

F7・ trS′夕7iα  74770771bθ ノdcs v. sαχθ
“
Jθα

F7・グS勧肋 ν
"な
α″お

Gθ772r力θ
“
θ
“
α g7θわ権″

"“Gθ″ρ力θttθ 77fα  grαθ
jた

Gθ″ψ力θ″ι711α grOソθJ
Gθ7写 ,乃θκθ777α ′α″

"7tr“Gθ777P力θttθ″lα Spp.
Haκ rzsc/21Jα  αη /7Jθィッi『
』イン″′グjθ 77 6Jrθ夕′α″θ v. 6θ 77S′″jθ′

“
″7

へ眠νjε

“
Frr bαε〃′tr″1

‐ヽνjε夕′α εθ4′θ″′α

Navicula uyptotenella

Naviala elginensis

Navicula gallica v. laevissima
Navicula hambergii
Navicula laevissima
Navicula mutica
Naviaila placenta v. obtusa
Naviaila pupula
Navicula rhynchocephala
Navicula spp.
Navicula viridula
Neiditun ffine
Neidium ampliaturu
Neidium spp.
Nitzschia frustulum
Nitzschia palea
Pinn ularia acrosphaeria
Pinnularia appendiculata
Pinnularia borealis
Pinnularia braunii
Pinnularia gibba
Pinnularia inconstans
Pfunularia interrupta
Pinnularia micro stauron
Pinnularia schroederii
Pinnularia sp.l
Pinnularia spp.
P innularia sub capitata
Pinnularia viridis
Rhopalodia gibba
Rhopalodia gilsbentla
Stauroneis sntithii
Surirella linearis
Surirella ovata
Surirella splendida

分類群
43

3

3

2

7

2

2

2

2

2

18

40
3

117

3

5

13

1

2

3

1

4

1

27
4

試料 1回 3中 の殻数密度
 難」 6通∫5

完形殻保存率 (%)    83.2 75.7

表11 中尾下遺跡における麟 勇哺駒罐果

-50-



[R畿 濯 鼈 撻 絆

福 菓 ~5■ C濯 轟 癬 樫

幽 馴 響 縦 El

KK艘 製 騨 吻

戦 J※ J脚 圏

戦 葉 X441躙 鰈

PD■nLu Pln)!APN

e tu!ss!AЭ PI A P,1‖ ●5ビ In D!Aビ N

sκ xo!Ч dtuP P!Ч  DSZユ uPH

PurlP^q srouolPJ

PUPIUOTU ProrJdrUY

Plnreqq16 PrpolPdoq u

'dds euelnuur.l

1 
'ds eue;nuur.1

ealPo erqlszllN
'clcls ernrrlplr

Plndnd Pln)lAeN
eurrssrnaPl Pln)rnPN
rt6raqLueq PlnflnPN

eu rf nd
.ii- ,.,.^,,^ -uuJ E!{uurrl

'dds eilaqLu{)

PIP!sel!s pllaqu^)

sfxorqdr.ue Pllaqur^f
.i!- -.-,UU) ) 

'dUUJJU J

enbrxa saqlueuq:y

uolnelsor)rru erJPlnuur d

urn IntsnrJ Prqf szl!N
suenJlsuo) pllpltDpJ J

eprurnl ellaqLu{1

enDlqLuE PrasolPlnV
eJls^qf eJq stauoaotuouv

!!Ч l!LuS SIOuo」 n els

unln^rPd eruauoqduog

srsuau16la pln)tApN

lnlualPlo slauol)o )
e;nprbrnl pllaqur^)

Plnurru ellaqu.r^f

looDuPi sЭЧlutpuЧ ,v

郷 箱 廻 郷 図

Ｓ
ｏ
９

“
Ｅ
ミ
軍

ｏ

Ｏ
ｒ
×

〇
〇
．い

Ｆ
Ｉ

Ｉ

Ｉ

四

Ｌ

麟

望
騒
鋼

＜
心
ヽ
は
ヽ
気
撲
脚
剛

′Ｈ
ヾ
ぬ
総
量
櫓
興
降
眠
骨
　
⑤
ヾ
図

罫
調
・掟
Ｋ
Ｓ
ｒ
一

⌒騨
劇
※
淡
）脚
翠
響
颯

Ｌ

‥

韻
躙
む

　

一ミ
賦
撃
漢

響
唄
Ｋ
興
　
　
卜
２
■

↑
漣
騨
攣
理
螂
継

簑
響
）
○
‐Ｓ
Ｒ

Ｎ

疇
ｒ
ｏ

引
回
侭
喫

〇
〇
ｒ

エ
ミ
ハ
硼
畔

蘇
≦

引
欄
畔

熙
台
・合
・＝
硼
畔

Ｒ■
０
畔

興
博
響
諄
Ⅸ
硼
婆

引
Ｊ
区
型

熙
ぬ
。合

０

靡

躊

躊

餃  靡

鰈   囃

隕   :

緻

隕
鰈
隕
躊
隕
隕
隕
隕
躊

靡

躙

鰈

靡
靡
玲
躊
鰈

隕  靡

隋  繭

駄 樫 (

-51-



1-20 - 10μ  m

l.Иθ乃
“
α″滋徳 αz,να 2.SrattЮ″θお s“J励″ 3.Cαわれθιs″α′加α 4.Mタッic“ル

“
z″cα

5.ハレッJ`“ル gα〃Jεα v ttavissi“α 6.Gο

“

′乃θttθ
“
α′α″
“
ル
“
 7.Иリ カο″

“
ο
“
脇κα 8.И

"ル
Oοsθj″ α

“
ら

'♂

ια

9.И
`乃
″α″励ω ね

“̀θ
ο滋″ 10。 Fragi′αrjα εη

"θ

j″α ll・ Pれ
“
ッル/Jα
“

j`ras滋

“
Ю
“
12.ハ物vic“滋 θJgi4θパお

13.肋νj`タル ′叩
"滋
14.Mjzscttjα ′ッs触ル

“

15。 の
“
らιJra“加

“
協 16.の

“
bθJra sjlasiα θα 17.Cy″ bθJ′α ttrgiあル

18.o′
“
bθ′″ α

“

ρ力
joッs19.Rカリαわ″α」わらθ翻ル 20.Lク″辣勧 Jα α型

"joッ
s

図版3 中尾下遺跡の珪藻
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1轡躍琴達鰤辱辣賊鶴晰 ‐.鶴鐵1申‐■■■|||■■||■■|■■|■■■■■■■■|■■

1.は じめに

木材は、セルロースを骨格とする本部細胞の集合体であり、解剖学的形質の特徴から樹種の同定が可

能である。木材は花粉などの微化石と比較して移動性が小さいことから、比較的近隣の森林植生の推定

が可能であり、遺跡から出土したものについては木材の利用状況や流通を探る手がかりとなる。

2.試料
試料は、杭 3点および柱根 3点の計 6点である。試料の詳細を分析結果表に示す。

3.方法
カミソリを用いて新鮮な横断面 (木日と同義)、 放射断面 (柾 目)、 接線断面 (板目)の基本三断面の

切片を作製し、生物顕微鏡によって40～ 1000倍で観察した。同定は、解剖学的形質および現生標本との

対比によって行った。

4.結果
表12に結果を示し、主要な分類群の顕微鏡写真 (図版 4。 5)を示す。以下に同定根拠となった特徴
を記す。

イヌガヤ C響力αわ
`餌

zιs力αFr′″g"“′αK.Xoch イヌガヤ科 図版4-1 仮道管、樹脂細胞および放
射柔細胞から構成される針葉樹材である。横断面 :早材から晩材への移行はゆるやかで、晩材の幅は非

常に狭 く、樹脂細胞が存在する。放射断面 :放射柔細胞の分野壁孔はトウヒ型で 1分野に 1～ 2個存在

する。仮道管の内壁にらせん肥厚が存在する。樹脂細胞が散在する。接線断面 :放射組織は単列の同性

放射組織型で 1～ 10細胞高ぐらいである。仮道管の内壁にらせん肥厚が存在する。樹脂細胞が多く見ら

れる。

以上の形質よリイヌガヤに同定される。イヌガヤは、岩手県以南の本州、四国、九州に分布する。常

緑の低本または小高木で、高さ10～ 15m、 径20～ 30cmである。材は、やや堅硬で木理は緻密であるが

不整でしばしば波状を呈する。建築、器具、土木、ろくろ細工、薪炭などに用いられる。

クリ の sFrJ″ια εrθ
“
αtt Sieb.et Zucc。 ブナ科 図版 4-2・ 3 横断面 :年輪のはじめに大型の道管

が数列配列する環子L材である。晩材部では小道管が火炎状に配夕じする。早材から晩材にかけて道管の径

は急激に減少する。放射断面 :道管の穿孔は単穿孔である。放射組織は平伏細胞からなる。接線断面 :

放射組織は単列の同性放射組織型である。

以上の形質よリクリに同定される。クリは北海道の西南部、本州、四国、九州に分布する。落葉の高

本で、通常高さ20m、 径40cmぐ らいであるが、大きいものは高さ30m、 径 2mに 達する。耐朽性強く、

水湿によく耐え、保存性の極めて高い材で、現在では建築、家具、器具、土木、船舶、彫刻、薪炭、椎

茸ほだ木など広く用いられる。

コナラ属クヌギ節 2″ικ″S Sect.И響

“

脚 ブナ科 図版 5-4 横断面 :年輪のはじめに大型の道
管が 1～数列配列する環孔材である。晩材部では厚壁で丸い小道管が単独でおよそ放射方向に配列する。

早材から晩材にかけて道管の径は急激に減少する。放射断面 :道管の穿孔は単穿孔で、放射組織は平伏

細胞からなる。接線断面 :放射組織は同性放射組織型で、単列のものと大型の広放射組織からなる複合

放射組織である。

以上の形質よリヨナラ属クヌギ節に同定される。コナラ属クヌギ節にはクヌギ、アベマキなどがあり、

本州、四国、九州に分布する。落葉の高本で、高さ15m、 径60cmに達する。材は強靭で弾力に富み、器具、

農具などに用いられる。

クスノキ科 Laurace2e 図版 5-5 横断面 :中型から小型の道管が単独および2～数個放射方向
に複合して散在する散孔材である。道管の周囲を鞘状に軸方向柔細胞が取 り囲んでいる。放射断面 :道

管の穿孔は単穿孔のものが存在する。放射組織はほとんどが平伏細胞で上下の縁辺部に直立細胞が見ら

れる。軸方向柔細胞の中には、油を含み大きく膨れ上がったものが存在する。接線断面 :放射組織は異

性放射組織型で 1～ 2細胞幅である。上下の縁辺部に直立細胞が存在する。

以上の形質よリクスノキ科に同定される。クスノキ科には、クスノキ、ヤブニッケイ、タブノキ、カ
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ゴノキ、シロダモ属などがあり、道管径の大きさ、多孔穿孔および道管内壁のらせん肥厚の有無などで

細分できるが、本試料は道管径以外の点が不明瞭なためクスノキ科の同定にとどめた。なお、本試料は

道管径の大きさから、クスノキ以外のクスノキ科の樹種のいずれかである。

モチノキ属 菫lex モチノキ科 図版 5-6 横断面 :小型でやや角張った道管が単独あるいは数イ固
放射方向に複合して散在する散孔材である。道管の径はあまり変化しない。放射断面 :道管の穿孔は階

段穿孔板からなる多孔穿孔で、階段の数は20～ 40ぐ らいである。道管の内壁にはらせん肥厚が存在する。

放射組織は平伏細胞と直立細胞からなる。接線断面 :放射組織は異性放射組織型で、直立細胞のみから

なる単列のものと、 2～ 6細胞幅で上下の縁辺部の 1～数細胞高が単列の多列のものからなる。

以上の形質よリモチノキ属に同定される。モチノキ属は常緑または落葉性の高木または低木で、モチ

ノキ、アオハダ、クロガネモチ、イヌツゲなどがあり、北海道、本州、四国、九州に分布する。このう

ち、モチノキは常緑高本で高さ15m、 径50cmに達する。強さ堅さ中庸からやや堅硬な材で、旋作、器具、

彫刻などに用いられる。

5。 所見

樹種同定の結果、杭材の 3点はイヌガヤ、コナラ属クヌギ節、モチノキ属と同定された。また、柱根

の 3点はクリ2点とクスノキ科であった。

イヌガヤは、温帯に分布する針葉樹で、適潤性の土壌を好む。コナラ属クヌギ節にはクヌギとアベマ

キがあり、温帯に広く分布する落葉広葉樹で乾燥した台地や丘陵地に生育し、二次林要素でもある。モ

チノキ属にはモチノキ、アオハダ、クロガネモチ、イヌツゲなど多くの種があり、温帯を中心に広く分

布する落葉または常緑広葉樹である。クリは温帯に広く分布する落葉広葉樹であり、暖温帯と冷温帯の

中間域では純林を形成することもある。乾燥した台地や丘陵地を好み、二次林要素でもある。クスノキ

科は温帯下部の温暖な暖温帯に分布し、照葉樹林の主要構成要素を含む常緑高本である。

いずれも温帯から温帯下部の暖温帯にかけて分布しており、当時の遺跡周辺もしくは近隣の地域で採

取可能な樹種であったと考えられる。
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島地 謙・伊東隆夫 (1988)日 本の遺跡出土木製品総覧.雄山閣,296p.
山田昌久 (1993)日 本列島における木質遺物出土遺跡文献集成一用材から見た人間・植物関係史.植生史研究特別 1号 .

植生史研究会,242p.

試料 結果 (学名/和名 )

杭 A  22θ ″σttS SCCt.И ttJ′υ s     コナ ラ属 ク ヌ ギ節

杭16  ψ″α′ο′αχas λα″j4g′ο4Jα K.Kochイ ヌガヤ

杭B  〃α             モチノキ属

柱根6  Lauraceac           クスノキ科

柱根8  働 s`αんθα ε″θ4αtt Sieb.et Zucc.  クリ

柱根7  0s′αんθα ε″θ4α
`α

 Sicb.et Zucc. クリ

表12 中尾下遺跡における樹種同定結果 1
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横断面

1.杭16 イヌガヤ

横断面

2.柱根8 クリ

横断面

放射断面

放射断面

:0.5nlm  放射断面

: 0.llllm

接線断面

:0.2mm  接線断面

中尾下遺跡の木材 1

3.柱根7 クリ

図版4
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‐中尾下遺跡における樹種同定・2  ・ .       | ・  ― ―

1.は じめに

木材は、セルロースを骨格とする木部細胞の集合体であり、解剖学的形質の特徴から樹種の同定が可

能である。木材は花粉などの微化石と比較して移動性が小さいことから、比較的近隣の森林植生の推定

が可能であり、遺跡から出土したものについては本材の利用状況や流通を探る手がかりとなる。

2.試料
試料は、樹根2164か ら採取された 1′点である。

3.方法
カミソリを用いて新鮮な横断面 (木口と同義)、 放射断面 (柾目)、 接線断面 (板目)の基本三断面の

切片を作製し、生物顕微鏡によって40～ 1000倍で観察した。同定は、解剖学的形質および現生標本との

対比によって行った。

4。 結果

分析の結果、マツ属複維管束亜属 P′″霞 subgen.Dノοッわ4 と同定された。以下に同定根拠となっ
た特徴を記し、各断面の顕微鏡写真 (図版 6)を示す。
マツ属複維管束亜属 Pli4″s subgene D″ :呻Iο

“
 マツ科 仮道管、放射柔細胞、放射仮道管及び垂直、

水平樹脂道を取り囲むエピセリウム細胞から構成される針葉樹材である。横断面 :早材から晩材への移

行は急で、垂直樹脂道が見られる。放射断面 :放射柔細胞の分野壁孔は窓状である。放射仮道管の内壁

には鋸歯状肥厚が存在する。接線断面 :放射組織は単列の同性放射組織型であるが、水平樹脂道を含む

ものは紡錘形を呈する。

5。 所見

樹種同定の結果、樹根2164はマツ属複維管束亜属と同定された。マツ属複維管束亜属は温帯を中心に

広く分布する常緑針葉樹である。土壌条件の悪い岩山に生育して二次林を形成するアカマツと、砂地の

海岸林を形成するクロマツがあり、どちらの材も水湿に良く耐える材である。

文献

島地 謙。佐伯浩。原田浩・塩倉高義・石田茂雄・重松頼生。須藤彰司 (1985)木材の構造.文永堂出版,290p.
島地 謙・伊東隆夫 (1988)日 本の遺跡出土木製品総覧.雄山閣,296p.

横断面

濯寸有12164

:0.5111m 放射断面 :0.05111m 接線断面

図版6 中尾下遺跡の木材 3

マツ属複維管束亜属
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1.は じめに

放射性炭素年代測定は、光合成や食物摂取などにより生物体内に取り込まれた放射性炭素 (HC)の

濃度が放射性崩壊により時間とともに減少することを利用した年代沢1定法である。樹木や種実などの植

物遺体、骨、貝殻、土壌、土器付着炭化物などが測定対象となり、約 5万年前までの年代測定が可能で

ある。

2.試料と方法

試料ヽ 地点・層準 種類 前処理 測定法

No l SB02-E年 代測定① 樹木 超音波洗浄,酸 一アルカリー酸処理 An/1S

AMS:加速器質量分析法 (Accelerator Mass Spectrometry)
3.測定結果

試料ヽ
測定M
(PED― )

δ
13c

(%。 )

14c年
十t

(年 BP)

暦年代 (較正年代 )

lσ (68.2%確 率 ) 2σ (95.4%確 率 )

卜IQ l 14724 -21.23± 0.23 1275± 20 AD680-725(38.0%)

AD740-770(30.2%)

AD670-780(95.4%)

BP:Before Physics(Present),AD:紀 元後

(1)δ 13c測定値

試料の測定
14c/12c比を補正するための炭素安定同位体比 (13c/12c)。 この値は標準物質 (PDB)の

同位体比からの千分偏差 (%。)で表す。試料のδ
ЮC値を-25(%。 )に標準化することで同位体分別効

果を補正する。

(2)14c年代測定値

試料の
14c/12c比

から、現在 (AD1950年基点)から何年前かを計算した値。
14cの
半減期は5730年で

あるが、国際的慣例によりLibbyの 5568年を用いている。

(3)暦年代 (Calendar Age)
過去の宇宙線強度や地球磁場の変動による大気中

HC濃
度の変動および

14cの
半減期の違いを較正す

ることで、より実際の年代値に近づけることができる。暦年代較正には、年代既知の樹木年輪の詳細な

14c涸
1定値およびサンゴのU/Th(ウ ラン/ト リウム)年代と

14c年
代の比較により作成された較正曲線

を使用した。較正曲線データはIntCa1 04、 較正プログラムはOxCa1 3.1で ある。

暦年代 (較正年代)は、
14c年
代値の偏差の幅を較正曲線に投影した暦年代の幅で表し、OxCalの確

率法によりlσ (68.2%確 率)と 2σ (95.4%確 率)で示した。較正曲線が不安定な年代では、複数の

lσ ・2σ 値が表記される場合もある。()内の%表示は、その範囲内に暦年代が入る確率を示す。グ

ラフ中の縦軸上の曲線は
MC年
代の確率分布、二重曲線は暦年較正曲線を示す。

4.所見
加速器質量分析法 (AMS法 )に よる放射性炭素年代測定の結果、ヽ 1の樹木では1275± 20年BP(2

σの暦年代でAD670～ 780年 )の年代値が得られた。

なお、樹木による年代涸1定結果は、樹木の伐採年もしくはそれより以前の年代を示しており、樹本の

心材に近い部分が測定された場合は、その年輪分だけ古い年代値となる。

文献

Bronk Rallasey C.(1995)Radiocarbon Calibration and Analysis of Stratigraphy,The OxCal PrOgralll,Radiocarbon,37(2),

p.425--430.

Bronk Ralll■ sey C.(2001)Developlllent of the Radiocarbon Prograln OxCal,Radiocarbon,43(2A),355-363.

Paula」 Reill■er et al.,(2004)IntCa1 04 Terrestrial radiocarbon age calibration,26-O ka BP,Radiocarbon 46,p.1029-

1058.

中村俊夫 (2000)放射性炭素年代測定法の基礎.日 本先史時代の14C年代,p.3-20.

-58-



口
ｏ
事
●
■
「
ョ
８
ｏ
Ｏ

口
ｏ
つ
濠
δ
Ｏ
鋼
ぉ
配

15mBP

1400BP

1300BP

1200BP

l100BP

1000BP

50CCIAD   60001AD   700CalAD   800(liメ 嘔〕   90001AD  1000(姥i´亜〕

mibHod date

図41 暦年較正結果

Aい っhttdねtomR蔵 ▼は」(2004)oxav310BめnkIヒ■り (2005)alb rS Sd■ 2 pFObuSpttil

PD‐14724:127e22BP
68.2%probabiLty

680ADo8.砂o725AD
740ADoO.2シo770AD
95.40/Oplobability

670ADθ5.4o780AD

-59-



V まとめ

中尾下遺跡は都城盆地のほぼ中央、盆地を南北に縦断する大淀川と東西に横断する横市川
。沖水川と

の合流点のやや東にある。一万城扇状地と沖水川氾濫原との境界上、扇状地縁辺の開析谷から河川氾濫

原へと突き出た低湿地の先端にあたる場所である。調査区内の1日地形は台地的層序の画部微高地と周囲

の低湿地域とに大別され、開析谷及び中央低地に向かい緩やかに傾斜している。

確認された遺構・遺物の時期は、古墳時代から近世にかけてと幅広い。その主体は掘立柱建物跡や多

量の遺物が出土した古代、生産遺構が確認された中世～近世に三分される。

古代

遺物 遺構内の出土例はごく僅かであつた。ほぼ全てが遺物包含層 (Ⅸ層)内出上である。また南側杭

列と流路B5の FElには極めて濃密な遺物の集中が見られ、遺物を杭の外傾1へと投棄した状態と捉えられた。

須恵器は断面三角形状の口縁部で器高の低い蓋、高台が体部へと近接し体部が直線的な高台付椀など、

今塩屋毅行氏 。藤木聡氏が宮崎県官ノ東遺跡で検討された 8世紀後半～ 9世紀前半の特徴 (今塩屋2009

/今塩屋・藤木2008)に 近似する。また甕内面には9～ 10世紀の特徴とされる同心円当具痕 (今塩屋・

藤本2008)が残る例も観察される。須恵器からみた時期としては8世紀後半～ 9世紀代が考えられた。

土師器は不・高台付椀・甕のほか、少量ではあるが円盤高台椀や黒色土器も確認された。都城盆地に

おける土師器様相の基準資料には、棄畑光博氏の編年案 (桑畑2004)がある。今回は来畑編年案を基に

土師器の観察を行った (図 42)。

杯は器形をもとに6種に分類した (注 1)。 杯 1類は箱形の器形である。棄畑編年案の肱穴遺跡古段階～

中段階 (8世紀末～ 9世紀第 1四半期)に近似する。一部は肱穴遺跡新段階 (9世紀第 2四半期)に近

い例 (77な ど)も ある。掲載土師器不に限定されるが、分類毎の出土状況 (図 26)で は、杯 1類はや

や低い位置にて観察されている。杯 2類は① :体部の開きがやや狭い器形 (103.104な ど)、 ② :口径が

乗畑氏編年案

穴Ⅷ 28世紀末民
肱穴遺跡古段階

ノw
肱穴SA01

中尾下遺跡

o            20cm

1/8

A期

杯 1類

肱穴遺跡中段階

W7 不 1類

肱穴SAll

穴Ⅷ   渡用 群

巡 3マ

(【
[][][]:ラZ(5

20
2類

肱穴遺跡新段階/馬渡遺跡杯 1群段階

雛鯉半期
｀
だ≧ンア療画匡/

馬渡遺跡不‖群段階
W78 てコ≡716846類

一 一 一
―― 一

―
彰 9W80~

杯 4類

、一J=ζ/128

＼ン 129

杯2類

土師器編年対照模式図
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やや狭く、体部がやや開く器形 (99。 100      2
など)に細分可能である。①は肱穴遺跡

新段階/馬渡遺跡杯 I群段階 (9世紀代第

『ヽ蹴Tttgiマ聾りⅡ市電)ll BR珊纂馘濫
世紀代 3四半期)に該当する。出土量は少   飩71集
ないが③ :底径の小さな例 (128・ 129な ど)   M杭
は馬渡遺跡不Ⅲ群段階 (9世紀末～ 10世    饉遺物

紀初頭)に相当する可能性があり、杯 4類  C
も全体的な器形はこれに近い。杯 6類は小

型器種で①:体部がほぼ一直線に続く箱形・ __
② :体部下端が張り出し体部が大きく開く

器形 。③ :体部下端に段差があるものがあ

る。② o③の類例は見出せなかったが、①  D
は鹿児島県小倉畑遺跡などにあり、鹿児島

県域の様相をまとめた松田朝由氏の編年案 ~~
(松田2004)では9世紀前半～後半が想定

さ

集乳馨負k土絲 杯哺 御 コム 跡 部
Eく は魃

鉤薄

下端のヘラケズリ状の調整痕」がある。葉  __
畑編年案では「切離しの際の面取り」(9世     杭

。遺物集中

紀代第 2四半期以降)、 松田編年案では「正 図43 古代遺構配置模式図
具で形を整え、回転ナデで調整した」際の「ナデきれず」に残された「工具痕」(9世紀前半～10世紀前

半)と される。今回は調整順よりA:調整痕→回転ナデ、B:回転ナデ→調整痕に分類し観察を行った。
その結果、杯 1類ではA、 杯 2・ 4・ 6類ではA・ Bが認められ、9世紀前半を変化点とするA→ A・ B
への移行が想定された。また杯 2・ 4・ 6類では「調整痕」が明瞭に残る傾向が強い。そのため「調整痕」

が明瞭な杯6類②も9世紀第2四半期以降と考えられた。

以上の点より、杯からみた時期としては8世紀末～10世紀初頭と把握され、不 2類① o②の出土量が

多いため、主体期は9世紀代第2四半期～第 3四半期と考えられた。

甕は調整を主に5種に分類した。横方向の薄いハケロの甕A類は棄畑編年案の肱穴遺跡古段階 (8世

紀末)、 縦・横方向のハケロの甕B類は肱穴遺跡中段階 (9世紀第1四半期)、 格子ロタタキ、ナデ調整

のC・ D類は肱穴遺跡新段階 (9世紀代第2四半期)以降に相当する。器形では回縁部が長い甕A・ B

類から短い甕D類への変化が概観される。ミガキを行う甕E類 も日縁部形態より甕A・ B類並行期が考

えられる。

墨書・刻書土器は25点が確認された。須恵器蓋を利用した転用硯が出土しており、遺跡内にて墨書が

なされた可能性は高いと考えられる。釈読可能な墨書・亥J書からは「比較的明瞭な印象が強い」点が指

摘される (注 2)。 宮崎県域の字形的特徴は、8世紀代では小さく。端正、 9～ 10世紀代では大きく。

稚拙など、凡その傾向 (柴田1997)が指摘されている。今回出土した墨書「細」字は約1.5cm角 と、都

城市上ノ薗第 2遺跡 (8世紀代)「秦」字の約 l cm角に近い。そのほかの字形も小さくはないが端正で

あり、8世紀代まで遡上せずとも9世紀代の早い段階を示す可能性が高いと考えられた。字種は「土」・

「井」が各 3点、「細」。「寺」などが 1点ずつであった。器種分類では「土」:土師器杯 1。 2・ 5類、「井」:

須恵器高台付椀 (墨書)・ 土師器杯 1・ 2類 (線亥J)、 そのほかは須恵器供膳形態 。土師器杯 1類が主体

となる。字形的特徴と器種からは、8世紀末～ 9世紀初頭の主体期とそれ以降の量的減少が指摘できる。

以上の点より、総体的時期は8世紀後半～10世紀初頭と把握され、①段階 :墨書の多い8世紀末～9

世紀第 1四半期、②段階:遺物量が多く主体期と把握されるが墨書の減少する9世紀第 2～第 3四半期、

③段階 :遺物量の減少する9世紀末～、の3段階区分が考えられた。また南佃1杭列と流路B5間の遺物
集中域では全段階の遺物が確認され、投棄行為の継続が想定された。

|

10m

1/400
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遺構 西部微高地を中心に多数の柱穴が確認され、柱根を伴いながら低湿地域へと広がる (図 43)。
柱穴出土位置からみた建物群の範囲は、西部微高地から低湿地域にかけて、北西―南東方向への展開と

捉えられる。土層2008-⑪で実施したプラント・オパール分析では水田化の開始がIXa・ b層 と指摘さ

れており、低湿地域全面の水田化を仮定した場合、建物群範囲には縮小化の方向が考えられた。

掘立柱建物跡は2棟が確認された。構造は 2間 ×3間でSB01に は一面庇が付 く。遺物からの時期
特定はならなかったが、SB02(柱 根 E)の放射性炭素年代測定結果はA D670～780年 (95.4%確率)
を示していた。柱根 Eは整形材であるため、SB02の 時期は分析年代よりやや下ると考えられる。ま
た都城盆地の掘立柱建物跡には2間 ×4問 (8世紀～ 9世紀前半)か ら2間 ×3問 (9世紀後半～10世

紀)への変化が指摘されている (栗山2009)。 そのためSB02は 分析結果と構造傾向の時期的中間の
9世紀前半 (注 3)、 SB01は 02と 主軸同位であるため同時期性・継続性が高いと判断し、 9世紀
後半でも前半に近い時期を考えたい。

杭列は建物範囲を挟んだ南北 2箇所で確認された。配列の明示はならなかったが、列状をなしていた

状態と把握され、建物範囲に対する護岸が想定された。また土層2008-⑪にて杭直上にⅨa層が観察さ

れる点より、杭の一部はそれ以前の設置と把握され、水田化による土地利用の変化を示す可能1生がある。

これらの点より、A段階 :9世紀前半～中頃を主体とする建物群の形成 。使用期、B段階 :それ以降

の水田化が開始 。進行する時期の大別が考えられた。

小結 遺物・遺構の観察結果は、以下の状況に整理される。
A期/8世紀末～ 9世紀第 1四半期/
遺物①段階 :遺物投棄・遺物少量・墨書多量/遺構A段階 ?:掘立柱建物跡 ?・ 杭

B期/9世紀第 2～ 3四半期 。主体期/
遺物②段階 :遺物投棄・遺物多量・墨書少量/遺構A～ B段階 :掘立柱建物跡 。杭・水田化開始 ?

C期/9世紀末～/遣物③段階 :遺物投棄・遺物少量/遺構 B段階 :柱穴 ?。 杭?・ 水田化進行
A期の特徴は比較的豊富な墨書である。遺跡内での墨書の可能性がある点からは、B期 に先行する建

物の存在も想定されるため、A期→ B期への継続性は強いと考えられる。B期は主体期であり掘立柱建

物が形成されるが、墨書は減少する。そのためA→ B期は継続性を基調としつつも、墨書など一部1生格

が変化した時期と把握された。墨書や建物を含むA・ B期の性格は、河川氾濫に晒される居住不適な立

地条件からは特異な用途も考えられたが、その特定はならなかった。 C期は水田化が進行し遺物量が減

少する。遺物投棄などにB期からの継続性を保ちつつも、性格が大幅に転換していく時期と把握される。

中世～近世

中世 Ⅷ層 (文明軽石1472)と Ⅸ層の組合せを検出指標とした水田跡である。土層観察からは、西部
微高地の一部と中央低地や河川流路を除く調査区内から、南の開析谷への面的展開が想定された。平面

的な調査を行ったⅧ一SW01～ 04からは、地形に沿った水日の形成が考えられた。
近世 Ⅵ・Ⅵc層 を検出面とした水田跡で氾濫A2層 に被覆される。氾濫A2層は直上Ⅳ層 (18世紀
後半)と ほぼ同時期と考えられる。土層観察からは、状況不明の西部微高地と中央低地や河川流路を除

く調査区内から、南の開析谷への面的展開が想定された。

Ⅵ一SW01～ 06は耕作面の標高差からA群 :136.6m台 。SW02～ 04、 B群 :136.5m強 ・ S
W01、 C群 :136.5m弱 。SW05・ 06に大別された。標高と水口位置より配水を検討したものが
図44であり、A群→B群→ C群とA群→ C群への配水が想定された。その方向は東→西であり、中央

低地に向かう旧地形の傾斜と整合する。だが耕作面の比高差が僅かな点、土層2008-⑥～③ o⑫では西

に向かいⅥ層が厚みを増す点より、地形改変を伴った水田形成と考えられた。

またⅥ―SW01耕 作面で実施したプラント・オパール分析からは、田植え直後の「初夏」埋没との

推定がなされた。18世紀代後半前後 6・ 7月 (旧暦 7・ 8月 )の洪水災害記録には、幕末の都城島津家

家老安山松巌が編纂した「年代実録」からは宝暦 3年 (1753)。 明和 2年 (1764)・ 寛政 8年 (1796)。

文化13(1816)。 文政11(1818)が抽出される (注 4)。 損害高では宝暦 3年 (1753)。 IIn和 2年 (1764)・

寛政 8年 (1796)が大きく、氾濫A2層 はいずれかに該当する可能性もある。また寛政 8年 (1796)の
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記述には「諸所大破砂入洗剥過分夫数

十一萬人余御加勢夫御願二成」とあり、

大規模な災害復 1日の様子がわかる。本

調査で確認された災害復 1日層は、一部

に砂が混 じる層 (Ⅳ b層 )も あるが、

大部分は新形成の耕作土層 (Ⅳ層)で

あった。IVd層 のプラント・オパール

分析では稲作が存在 した可能性は低

く、一連の災害復 1日 と捉えられる。50

cmを超える大量の砂の堆積が、復 1日方

法を変更させた要因と考えられる。

|

まとめ            ~
古墳時代は遺物のみであり不明瞭な

点が多い。だが 8世紀前半代の遺物が

確認されない点からは、古墳時代と古

代との間に断絶が想定される。 図44 近鸞水爾配水模式図
古代期は 8世紀末の墨書土器に始まり、掘立柱建物跡などが形成される 9世紀代をへて、 9世紀末か

らの水田化進行へと至る。性格の特定はならなかったが、継続と変化が複合する 9世紀前半と大幅な転

換がなされる 9世紀末の変化点は把握された。この時期の都城盆地は 9世紀前後以降の律令制の浸透 (永

山1997)か ら、 9世紀後半～10世紀の在地有力者出現や急激な開発ラッシユ (葉畑2009)に 至る時期で

あり、社会が大きく変化 していく時期と考えられる。今回観察された変化点も、それとほぼ前後する時

期である点は指摘でき、特に 9世紀末からの水田化進行は都城盆地全体の開発拡大に連なる動きと捉え

られる。

中世～近世は、一貫 して水田としての利用が継続する。面的な調査は一部に留まるが、複数回に亘る

自然災害とその復旧と共に、地形に沿った水田形成の中世から、地形改変のもとに形成された近世水田

への変化が観察された。それ以降は19世紀末の沖水川の流路変化を契機に河川氾濫原の耕地化が進行 し、

2008年 まで水田としての利用が続 く。

以上の点より、僅かながらも遺物の確認された古墳時代が中尾下遺跡における第 1の画期であり、明

瞭な土地利用が開始 される 8世紀末が第 2の画期、そして水田化が拡大する 9世紀末～ 10世紀初頭が

第 3の画期と把握され、21世紀初頭の工場用地への転換は、第 4の画期としての位置付けが考えられる。

注1 土師器杯3・ 5類は全形の復元可能な資料に乏しく、器形の多様さも想定されたため、今回は検討対象から除外している。
注2 柴田博子氏・永山修一氏の御指摘による。また「識字者」による運筆の可能性が高い点も指摘された。
注3 8世紀～9世紀前半段階では、2間 ×3間の建物跡 (肘穴遺跡SB02)も 確認される。
注4 武田浩明氏の御教授による。
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図版7 遺構 1
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土層 2008-① (北から) 土層 2008-② (北から)

土層 2008-① 土層 2008-③ (南から)

土層 2008-⑤ (南から) 土層 2008-⑥ (南から)

土層 2008-③ (北から) 畦畔土層 (図 35C― G′ )

図版8 遺構2
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重機使用状況 SD01～ 03 土層 (東から)

ⅦI―SW01(北西部) 置物出土状況 (杭 11付近)

SB02-P45 0打から)

SB02 0主オ艮巨から珠⇒

SB02-P24 鰤打から)

図版9 遺構3
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松笠出土状況 P61・ 68(東から)

2・ 3-Eグリッド 杭・樹根出土状況 (北西から) 土層 2008-①

Ⅵ―SW01 土層東西 (南から) VI―SW01稲株痕

水口土層 VI―SW02→01(南から) 水口 VI―SW02(→ 03(南から)

図版10 遺構4
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図版 11 須恵器・土師器 1
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241                   244

図版 12 土師器2
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